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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

  

１．建学の精神と大学の基本理念、使命・目的 

 本学は「個性の伸展による人生練磨」を建学の精神としている。少子高齢社会の到

来を受け、「未来の社会環境を政治的・宗教的境界を越えてグロ－バルな視点から考え

ることのできる未来型の福祉地球人を養成すること」を極めて重要な大学の使命とし

て開学以来、「青年は、次代創造の源泉である。その個性を伸展し、人間と社会と地球

に福祉的未来を実現する」（「学生便覧」平成２７（２０１５）年）ことを教育理念（大

学の基本理念）として掲げている。この教育理念にある「個性」を伸展することはす

なわち「専門性」を高めることであり、福祉の専門職を養成する大学として、福祉の

学問と技術を極める教育を基本としつつ、福祉を天職として自覚できる豊かな人間性

を備えた人材の育成こそ専門性の教育と位置づけている。 

この理念を具現化すべく本学は、「日本国憲法、教育基本法及び学校教育法に従い、

広く知識を授けるとともに、建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」に則り、

人と環境に優しい福祉の心をもった人材を国際色豊かに育むことを目的とする」と 

学則第１条で明文化している。 

 これらの理念、使命・目的に基づいて本学は、「福祉のプロとしての知識と技術に加

え、豊かな人間性を養う」ことを教育方針とし、「相手のこころを理解し、受け入れ、

ともに生きていこうとする『こころの福祉』」をめざし、「これからの福祉社会を力強

くリ－ドしていく力をもった人材を育成」することとしている。本学には社会福祉学

科、健康スポ－ツコミュニケ－ション学科、経営福祉ビジネス学科があり、各学科の

人材養成の目的は次のように定められている。 

 

（１）社会福祉学科 

 高齢者、障がい者、児童、貧困者等を対象に、身体・医療的側面、心理・社会的側

面、経済・制度的側面の視点と枠組みをもって、個人の生活理解と問題やニ－ズの発

見を行い、福祉・保健医療サ－ビス、地域の社会資源を活用した支援マネジメントが

できる社会福祉専門職の育成を目的とする。 

 

（２）健康スポ－ツコミュニケ－ション学科 

 健康・福祉・スポ－ツ分野における必要な知識と実践方法を習得し、専門領域のス

キルを高め、教育分野の指導者のみならず生活の質の維持・向上のために幅広い年齢

層を対象とした適切な健康・運動の指導ができる人材を育成することを目的とする。 

 

（３）経営福祉ビジネス学科 

 人に寄り添い、組織をリ－ドし、社会に貢献することを自らの目標に定め、福祉と
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経営に必要なマインド、スキル、知識を身につけることで、人、組織、社会の抱える

様々な課題に気付き、その原因を分析し、解決策を提案・実行できる人材を養成する

ことを目的とする。 

 教育理念・目的にある国際色豊かな人材の養成についても、平成２２（２０１０）

年度から大阪天王寺キャンパスをグロ－バルキャンパスとして開設し、具体的な取り

組みをスタ－トさせることとなった。 

 

２．大学の個性・特色 

（１）「こころの福祉」に必要な「福祉マインド」の育成 

福祉は社会的弱者だけにむけられたものではなく、すべての人の幸せの実現であり、

すべての人の生活の質の維持・向上であり、幸福の追求である。人のこころを理解し、

受け入れ、ともに生きていこうとする「こころの福祉」は単に「やさしい心」「思いや

りの心」の意味ではない。また、「福祉マインド」もそういう気持ちを育成するという

ことではない。社会福祉学における福祉マインドとは価値を踏まえて役割を実行する

ために必要な素養とされている。本学では福祉（=幸福）を実現するためには人間の多

様性やその一人ひとりのもつ価値観や幸福感を受け止め、理解することが必要と考え、

相手のニ－ズや要望を汲み取るべく、コミュニケ－ション力や傾聴力を大切にしてい

る。その目の前の課題に気付き、その課題を解決する能力を理論学習とフィ－ルドで

の学びから育成している。 

 

（２）地域に根差した大学 

地方の小規模大学であるがゆえに、学生、教職員ともに地域連携事業やボランティ

ア活動、専門性を生かした提言等、地域のニ－ズに対応している。４月に行っている

福崎町との共催であるマラソン大会は全学生がスタッフあるいは走者として参加する。

夏には地域貢献の一環として、主に町内の小学生親子を対象に学内の施設を活用した

１泊２日のサマ－キャンプを主催している。福崎町から要請をうけて実施している「福

崎町親子運動教室」は４年目をむかえるが、学生の運動指導者としての実践の場とも

なっている。過疎化が進む地域の福祉的要望の聞き取りに各戸を回る等、学生のコミ

ュニケ－ション能力・プレゼンテ－ション能力、調整能力、対人関係構築能力等の基

本的能力の育成になっている。 

 

（３）積極的な留学生の受け入れ 

大阪天王寺キャンパスでは平成２２（２０１０）年度から留学生を積極的に受け入

れてきた。大阪天王寺キャンパスは経営福祉ビジネス学科を設置しているが、経営と

福祉ビジネスにこれからのビジネスチャンスを感じて入学してくる学生が増えてきた。

ただ、日本語が上達し、商学や経済を学ぶだけでなく、日本の福祉はアジアでは先進
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的でありモデルとして参考にできるものである故、そのノウハウをもって母国でビジ

ネスを展開したいと考えている学生から選ばれているというのが特色といえる。 

留学生教育に本学が力を入れ、面倒見がよいことが口コミでひろがり、大阪天王寺

キャンパスは希望する学生が多く、さらに姫路キャンパスでも介護や心理の勉強をし

たいと入学を希望する学が微増してきている。 
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Ⅱ  神戸医療福祉大学の沿革と現況 

 １ 本学の沿革 

昭和４８年 ２月    学校法人姫路学院認可  

昭和４８年 ２月    姫路学院女子短期大学設置認可 

平成１１年１２月    近畿福祉大学設置認可 

              社会福祉学部  （入学定員） （収容定員） 

                社会福祉学科 ２００人   ８００人 

介護福祉学科 １００人   ４００人 

福祉産業学科 ２００人   ８００人 

平成１２年 ３月    介護福祉士養成施設等指定 

平成１２年 ４月    近畿福祉大学開学 

平成１３年 ５月    姫路学院女子短期大学廃止認可 

平成１５年１２月    社会福祉学部福祉心理学科設置届出受理 

平成１６年 ４月    社会福祉学部福祉心理学科設置 

平成１７年 ３月    社会福祉学科児童福祉コ－ス（保育士）指定 

平成１９年１１月    福祉健康スポ－ツ学科設置届出    

大学名称等変更届出 

近畿福祉大学 ⇒ 近畿医療福祉大学 

社会福祉学科 ⇒ 生活医療福祉学科 

福祉心理学科 ⇒ 臨床福祉心理学科 

  平成２０年 ４月    近畿医療福祉大学に名称変更 

              福祉健康スポ－ツ学科設置届出 

平成２０年 ７月    経営福祉ビジネス学科設置届出 

平成２０年１０月    学校法人都築学園が存続法人として学校法人姫路学院及 

び学校法人都築インタ－ナショナル学園を吸収合併認可 

平成２１年 １月    学校法人都築学園合併登記 

平成２１年 ４月    社会福祉学部経営福祉ビジネス学科設置届出 

平成２２年 ４月    大阪天王寺キャンパスに経営福祉ビジネス学科設置届出 

平成２３年 ４月    健康スポ－ツコミュニケ－ション学科設置届出 

平成２５年 ４月    神戸医療福祉大学に名称変更 

社会福祉学科設置届出 

 

２ 本学の現況 

大学名  ： 神戸医療福祉大学 

  所在地  ： 兵庫県神崎郡福崎町高岡字塩田１９６６番地の５ 

  学部構成 ： 社会福祉学部 

          社会福祉学科 
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経営福祉ビジネス学科 

健康スポ－ツコミュニケ－ション学科 

生活医療福祉学科（募集停止） 

          臨床福祉心理学科（募集停止） 

福祉健康スポ－ツ学科（募集停止） 

          介護福祉学科（募集停止） 

          福祉産業学科（募集停止） 

           

入学定員・収容定員・在籍学生数             （平成２７年５月１日現在） 

学 部 学 科 
入学 

定員 

収容 

定員 

在籍学生数 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 現 員 

社会福

祉学部 

社会福祉 

学科 
２００ ７００ １２１ １２０ ５１ － ２９２ 

経営福祉 

ビジネス 

学科 

１００ ４５０ １３８ ９６ ７７ ３９ ３５０ 

健康ｽﾎﾟ－

ﾂ 

ｺﾐｭﾆｹ－ｼｮ

ﾝ 

学科 

１００ ３００ ８３ ７４ ３１ ３１ ２１９ 

生活医療 

福祉学科 
－ １５０ － － － ４１ ４１ 

臨床福祉 

心理学科 
－ １００ － － － １５ １５ 

福祉健康 

ｽﾎﾟ－ﾂ学

科 

－ － － － － － － 

介護福祉 

学科 
－ － － － － － － 

福祉産業 

学科 
－ － － － － － － 

合 計  １７００ ３４２ ２９０ １５９ １２６ ９１７ 

    （下線 募集停止学科） 

教員数 

学 部 学 科 教 授 准教授 講 師 助 教 助 手 計 

社会福

祉学部 

社会福祉学科 １６ ５ １０ １ ０ ３２ 

経営福祉 
ビジネス学科 

６ ２ １ １ ０ １０ 

健康ｽﾎﾟ－ﾂ 
ｺﾐｭﾆｹ－ｼｮﾝ学科 

８ ３ ３ ２ ０ １６ 
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合 計 ３０ １０ １４ ４ ０ ５８ 

 

職員数 

学部名 大学事務局 図書館 法人事務部 計 

社会福祉学部 ３２ ２ ０ ３４ 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準１．使命・目的等 

１－１ 使命・目的及び教育目的の明確性 

≪１－１の視点≫ 

１－１－① 

１－１－② 

意味・内容の具体性と明確性 

簡潔な文章化 

（１）１－１の自己判定 

基準項目１－１を満たしている。 

 

（２）１－１の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

１－１－① 意味・内容の具体性と明確性 

【事実の説明】 

 神戸医療福祉大学の建学の精神は「個性の伸展による人生練磨」である。これは創設者

の「個性を伸ばし、自信をつけさせ、社会に送り出したい」という言葉に由来している。

【資料１－１－１】【資料１－１－２】 

 大学の目的についても学則第１条で「本学は、日本国憲法、教育基本法及び学校教育法

に従い、広く知識を授けるとともに、建学の精神である『個性の伸展による人生練磨』に

則り、人と環境に優しい福祉の心をもった人材を国際色豊かに育むことを目的とする」と

明文化している。【資料１－１－１】 

 これらの理念、使命・目的に基づいて本学は、「福祉のプロとしての知識と技術に加え、

豊かな人間性を養う」ことを教育方針とし、「相手のこころを理解し、受け入れ、ともに生

きていこうとする『こころの福祉』」をめざし、「これからの福祉社会を力強くリ－ドして

いく力をもった人材を育成」することを企図している。【資料１－１－２】 

本学には社会福祉学科４コ－ス、健康スポ－ツコミュニケ－ション学科、経営福祉ビジ

ネス学科があり、各学科コ－スの人材養成の目的を定められている。【資料１－１－３】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－１－１】学則第１条 

【資料１－１－２】学生便覧 

【資料１－１－３】学則第３条２項 

 

【自己評価】 

本学の使命・目的及び教育目的は具体的かつ明確に示されている。 

 

１－１－② 簡潔な文章化 

【事実の説明】 

 大学の建学の精神、大学の基本理念、目的は、１－１－①で示したように簡潔に文章化

されており、学生便覧、大学案内、ホ－ムペ－ジ上で公表されている。【資料１－１－４】

【資料１－１－５】【資料１－１－６】 
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【エビデンス集・資料編】 

【資料１－１－４】学生便覧 

【資料１－１－５】学生便覧 

【資料１－１－６】学生便覧 

 

 

【自己評価】 

使命や目的は明確に示され、その表現も簡潔で分かりやすい文章となっている。 

 

（３）１－１の改善・向上方策（将来計画） 

 大学の使命・目的、教育目的は不変であるが、社会の変化に対応するべく求められる人

材養成をめざし、自己点検・評価を行う。 

 

 

１－２ 使命・目的及び教育目的の適切性 

≪１－２の視点≫ 

１－２－① 個性・特色の明示 

１－２－② 法令への適合 

１－２－③ 変化への対応 

 

（１）１－２の自己判定 

基準項目１－２を満たしている。 

 

（２）１－２の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 １－２－① 個性・特色の明示 

【事実の説明】 

 大学の目的は学則第１条に定められ、それに基づき学科の目的も学則第３条２項に明

示されている。これらをふまえ教育課程、学生支援、キャリア支援等の大学活動全般に

関連付けて実施されている。留学生に対してもきめ細やかな指導が本学の特色となって

いる。これは建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」に則り、「人と環境に優し

い福祉の心をもった人材を国際色豊かに育む」という本学の目的に沿ったものであり、

これこそが本学の個性・特色となるものである。【資料１－２－１】 

  

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－２－１】学生便覧 

 

【自己評価】 

建学の精神、使命、教育目的等に本学の個性や特色は反映されており、それらは学生便

覧、大学案内、ホ－ムペ－ジで具体的に公表されている。 
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１－２－② 法令への適合 

【事実の説明】 

 日本国憲法、教育基本法及び学校教育法に従い、教育・研究の目的を学則第１条に定め

ている。【資料１－２－２】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－２－２】学則第１条 

 

 

【自己評価】 

使命・目的は、関連法令等に適合している。 

 

１－２－③ 変化への対応 

【事実の説明】 

 本学の使命・目的、教育目的を変更したことはない。しかし、社会情勢の変化に対応し

て、地域社会やその時代が要求する人材養成を目指して、学科の改組・再編等を行ってき

た。 

 これまで社会福祉学科のなかに４コ－ス制をおいていたが、資格によって入学コ－スを

決めるのではなく、学ぶ分野を自由に組み合わせ、横断的に資格取得ができるようにコ－

スを廃止する方向で自己点検・評価委員会等で検討している。【資料１－２－３】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－２－３】自己点検・評価委員会議事録 

 

 

【自己評価】 

社会の変化、学生の気質の変化等に対応して、自己点検・評価委員会を中心として各方

面からの意見を基に柔軟に対応し、見直す仕組みを制度化している。 

 

（３）１－２の改善・向上方策（将来計画） 

使命・目的及び教育目的については、個性・特色の明示の仕方、法令への適合、変化へ

の対応に関し、今後も自己点検・評価を行いながら取り組んでいく。 

 

 

１－３ 使命・目的及び教育目的の有効性 

≪１－３の視点≫ 

１－３－① 

１－３－② 

１－３－③ 

役員、教職員の理解と支持 

学内外への周知 

中長期的な計画及び３つの方針等への使命・目的及び教育目的の反映 
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１－３－④ 使命・目的及び教育目的と教育研究組織の構成との整合性 

（１）１－３の自己判定 

基準項目１－３を満たしている。 

 

（２）１－３の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

１－３－① 役員、教職員の理解と支持 

【事実の説明】 

 学則の制定・改正は、教授会等の議を経て学長が案を決定し、理事会の承認を得ること

となっている。 

 平成２７年（２０１５）年度の学校教育法の一部改正に伴う規程等の見直しの実施にあ

たり、理事会の承認のもとに大学の目的、教育目標、学科の目的を改訂し、学則１、３、

５条に明記した。さらに、学生便覧、ホ－ムペ－ジ等で公表し、オ－プンキャンパスの際

には高校生に説明した。新入生、在学生には、学期はじめの学生オリエンテ－ション時に

教員から説明を行う等、改訂にあたっては周知徹底を図り、役員、教職員の理解と支持は

得られている。【資料１－３－１】【資料１－３－２】【資料１－３－３】【資料１－３－４】

【資料１－３－５】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－３－１】教授会議事録 

【資料１－３－２】学則 

【資料１－３－３】学生便覧 

【資料１－３－４】ホ－ムペ－ジ 

【資料１－３－５】教職員連絡会資料 

 

【自己評価】 

役員、教職員の理解と支持は得られている。 

 

１－３－② 学内外への周知 

【事実の説明】 

 １－３－①で示したように大学の目的や教育目標については学生便覧、ホ－ムペ－ジ等

で公表するとともに、平成２７（２０１５）年度は特に、オ－プンキャンパス、高校訪問、

進路説明会、新入生、在学生には４月のオリエンテ－ション時で周知を図っている。 

【資料１－３－６】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－３－６】オリエンテ－ション資料 

 

【自己評価】 

学内外への周知については徹底を図っている。 
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１－３－③ 中長期的な計画及び３つの方針等への使命・目的及び教育目的の反映 

 

【事実の説明】 

 中長期的な計画として学生のニ－ズや社会の要請に対応できるよう教育課程の改善を現

在、自己点検・評価委員会を中心に教務委員会等で検討している。アドミッションポリシ

－、カリキュラムポリシ－、ディプロマポリシ－について、大学の目的、教育目標と関連

付けて設定されている。【資料１－３－７】【資料１－３－８】 

 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－３－７】自己点検・評価委員会議事録 

【資料１－３－８】教務委員会議事録 

 

 

【自己評価】 

中期ビジョンの検討を行っており、それは大学の目的、及び教育目標に基づき、設定さ

れる。 

 

 

１－３－④ 使命・目的及び教育目的と教育研究組織の構成との整合性 

 

【事実の説明】 

 本学が掲げる大学の目的及び教育目標を遂行するための組織体制として、目標に向かっ

て日常的に学生を指導する３学科と、学科と連携しながら教育目標達成を支援する教務

部・学生部・キャリアサポ－ト部・入試広報部等が整備されている。それらの抱える課題

の全学的な検討は自己点検・評価委員会、教務委員会、キャリアサポ－ト委員会、学生生

活委員会等の会議体で審議する体制が整っている。 

【資料１－３－９】【資料１－３－１０】【資料１－３－１１】【資料１－３－１２】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料１－３－９】自己点検・評価委員会規定 

【資料１－３－１０】教務委員会規定 

【資料１－３－１１】キャリアサポ－ト委員会規定 

【資料１－３－１２】学生生活委員会規定 

 

 

 

【自己評価】 

 本学が掲げる大学の目的及び教育目標を遂行するための組織体制は整備されている。 
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（３）１－３の改善・向上方策（将来計画） 

 役員、教職員の理解、学内外への周知は徹底され共有化されており、大学の目的及び教

育目標を反映した３つの方針が定められ有効に機能していることから今後とも推進してい

く。 

 

［基準１の自己評価］ 

使命・目的等については、本学は明確かつ適切に使命・目的及び教育目標を定め、全学

での理解及び学内外への周知、法的適合や変化への対応の仕組みの確立、３つの方針への

反映、教育研究組織との整合性が確保されており、その適切性・有効性はある。 

今後とも自己点検・評価活動を通じて時代の変化に対応し、全学一丸となって社会が求

める人材の育成に柔軟かつ迅速に取り組んでいく。 

 

 



神戸医療福祉大学 

13 

基準２．学修と教授 

２－１ 学生の受入れ 

≪２－１の視点≫ 

２－１－① 

２－１－② 

２－１－③ 

入学者受入れの方針の明確化と周知 

入学者受入れの方針に沿った学生受入れ方法の工夫 

入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

（１）２－１自己判定 

基準項目２－１を満たしている。 

 

（２）２－１の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

２－１－① 入学者受入れの方針の明確化と周知 

【事実の説明】 

 本学の求める入学者は、「本学の建学の精神である『個性の伸展による人生練磨』を理解

し、社会福祉に関心をもち、自分の能力を活かし、積極的に学ぶ意欲と自己の成長をめざ

す人物」を受け入れることをアドミッションポリシ－とし、学科ごとの求める人材像を示

している。アドミッションポリシ－は毎年点検を行い、必要に応じて見直しをしている。

その方法としては、各学科の意見を聞き入学試験委員会で審議後、教授会の意見を聞き学

長が決定することとしている。 

 また、アドミッションポリシ－を大学ホ－ムペ－ジで公開し、本学の資料請求者や高等

学校等に対して送付している「学生募集要項」にも記載して、オ－プンキャンパスや高校

内進路説明会、高校訪問等において説明することで受験者、高等学校等への周知を図って

いる。【資料２－１－１】【資料２－１－２】【資料２－１－３】 

 

【エビデンス集・資料編】 

 【資料２－１－１】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

        http://www.kinwu.ac.jp/nyushi/index.html 

 【資料２－１－２】平成２8 年度学生募集要項 

 【資料２－１－３】２0１６学生便覧 

【自己評価】 

 入学者受け入れ方針が明確化され、学生募集要項や大学ホ－ムペ－ジ等にて、学内外に

広く周知されていると判断する。 

 

２－１－② 入学者受入れの方針に沿った学生受入れ方法の工夫 

【事実の説明】 

本学のアドミッションポリシ－は、平成２４（２０１２）年度入学試験より、ホ－ムペ

－ジや学生募集要項に記載され、このアドミッションポリシ－に基づき、各入試において、

時期を定めて複数回の入試選抜試験を実施し、求める人材像に沿った学生を集める工夫を

している。【資料２－１－２】 

特にＡＯ入試においては、エントリ－シ－トにより志望理由を確認するとともに、その

後に行われる、約４０分間の担当教員と受験生との対等かつ双方向的な面談により、受験
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生の意欲、マッチングを重視し、受験生が本学のアドミッションポリシ－に沿っているか

を判断し、選考を行っている。【資料２－１－４】 

また、留学生入試においても「日本留学試験」や「日本語能力試験」を積極的に活用す

るとともに、本学独自の入学試験も行い、さらに面接試験を重視することで、受験生の理

解力を把握している。【資料２－１－５】 

【エビデンス集・資料編】 

 【資料２－１－２】平成２８年度学生募集要項 

【資料２－１－４】２０１６ＡＯ入試ガイド 

 【資料２－１－５】２０１６年度学生募集 留学生入学試験要項 

 

【自己評価】 

 本学の入学者選考においては、アドミッションポリシ－に基づく、多様な学生受け入れ

方法により、多面的、総合的に入学者の選考を実施していると判断する。 

 

２－１－③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

【事実の説明】 

 入学定員充足率は年度・学科により大きく異なり、平成２４（２０１２）年度には、入

学定員充足率が３２．０％（生活医療福祉学科２２．７％、臨床福祉心理学科１６．０％、

健康スポ－ツコミュニケ－ション学科３１．０％、経営福祉ビジネス学科５２．７％）、平

成２５（２０１３）年度には、４９．５（社会福祉学科２２．０％、健康スポ－ツコミュ

ニケ－ション学科６６．０％、経営福祉ビジネス学科１１０．０％）と入学定員を大きく

割り込む状況が続いたが、学科改編や入学定員の見直し等を行ったことで、平成２６（２

０１４）年度には、８１．５％（社会福祉学科５０．４％、健康スポ－ツコミュニケ－シ

ョン学科１６０．０％、経営福祉ビジネス学科１２０．０％）となった。なお、健康スポ

－ツコミュニケ－ション学科が当初の予測を超えた歩留まりであったため、大きく定員を

上回ったことで、平成２７（２０１５）年度より、定員変更を行い適切な定員管理に努め

ている。平成２７（２０１５）年度には、８５．５％（社会福祉学科６０．５％、健康ス

ポ－ツコミュニケ－ション学科８３．０％、経営福祉ビジネス学科１３８．０％）と回復

したものの、平成２８（２０１６）年度入試では、６４．５％（社会福祉学科３９．５％、

健康スポ－ツコミュニケ－ション学科７１．０％、経営福祉ビジネス学科１０８．０％）

となった。特に社会福祉学科における定員充足率が平成２６（２０１４）、２７（２０１５）、

２８（２０１６）年度において、それぞれ５０．４％、６０．５％、３９．５％となって

おり、次年度募集では昨今の社会福祉分野の社会的動向等を十分に考慮し、入学定員を２

００名から１７０名に減じて対応することとした。【資料２－１－６】 

【エビデンス集・資料編】 

 【資料２－１－６】過去５年間の入学者の推移（デ－タ編【表２－１】と同じ。） 

 

【自己評価】 

 平成２７（２０１５）年度には、８５．５％まで回復したものの、平成２８（２０１６）

年度入試の入学定員充足率が５４．５％と適正な学生確保に至っていない。特に社会福祉
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学科がその要因であり、入学定員に沿った学生の受入れを実施するため、入学定員を減じ

るとともにコ－ス制を廃止し、入学までの間に将来の進路を見極めるとともに横断的な資

格取得ができるように改善することで志願者の増加につなげることとした。 

 

（３）２－１の改善・向上方策（将来計画） 

 定員に満たない状況が続いているものの、過去４年間の平均入学定員充足率が７０．３％

（社会福祉学科４３．１％、健康スポ－ツコミュニケ－ション学科９５．０％、経営福祉

ビジネス学科１１９．０％）まで回復したことを踏まえ、今後とも入学定員確保に向けて

様々な取り組みを行っていく。具体的には、福祉・保健・医療サ－ビス等の分野で、地域

社会に貢献できる人材の育成に努め、在学生・教職員が一体となって大学のキャンパス内

で行っている、小学生等を対象にした“サマ－キャンプ”の実施や、地元が抱える生活問

題の聞き取り調査の実施、健康増進を目的とした“ふくさきマラソン”の開催等を通して、

地元地域からの更なる信頼を得られるよう努めていくとともに、高大接続・高大連携の促

進、さらには平成２９（２０１７）年度よりＷＥＢ出願の導入や入試日程の選択の幅を拡

げることにより、入試の多様化や簡素化を図り、入試改革を実施していく。また入学定員

の見直しや、福祉の社会的ニ－ズを徹底調査し、社会的重要性の周知に努め、今後、学科

改組等を含めた検討を行っていく。特に社会福祉学科においては、平成２９（２０１７）

年度よりコ－ス制を廃止し、入学後の学びを通して自分の目指す進路やそのために必要な

資格の選択が可能となり、学びの多様化と将来への可能性を広げることで、受験生にとっ

て魅力的な大学となるよう改革を行っていく。また、教職員と入試広報部が連携を密に行

っていくことで、引き続きホ－ムペ－ジや大学案内、オ－プンキャンパス、各種説明会、

高校訪問等を通じて、本学の教育の特色や魅力、福祉の魅力、重要性等を積極的に発信し、

受験生等に周知を図り学生確保に努めていく。 

 

【エビデンス集・資料編】 

 【資料２－１－６】学則第１条 

【資料２－１－７】学生便覧 

【資料２－１－８】教職員連絡会資料 

 

【自己評価】 

教育目的を踏まえた教育課程編成の方針は明確化されている。 

 

２－２－② 教育課程編成方針に沿った教育課程の体系的編成及び教授方法の工夫・開発 

【事実の説明】 

 

教育課程編成方針に基づき、本学では教育課程を学科ごとに編成している。科目区分と

しては学科共通の「教養科目」と学科に固有の専門教育を授けるための「学科専門科目」

に大別して編成している。【資料２－２－４】 

学科共通の「教養科目」は、「基礎」、「総合教養」、「情報と言語」、「健康と運動」の領域

から編成され、建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」に即した多様なリベラル
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ア－ツの学びが可能となっている。「基礎」科目の「医療と福祉の歩み」「医学概論」は必

修科目として位置づけられ、福祉系大学としての本学の学びの特色となっている。またキ

ャリア教育も「基礎」科目のなかで位置づけられ、「キャリア演習Ⅰ」「キャリア演習Ⅱ」

では、１年次から、大学での学びや自己の分析、社会人として必要なスキルや知識を幅広

く修得している。 

「専門科目」は、各学科、各コ－スのカリキュラムポリシ－に基づき編成している。社

会福祉学科では、高齢者、障がい者、児童、貧困者等を対象に、身体・医療的側面、心理・

社会的側面、経済・制度的側面の視点と枠組みをもって、個人の生活理解と問題やニ－ズ

の発見を行い、福祉・保健医療サ－ビス、地域の社会的資源を活用した支援マネジメント

が出来る社会福祉専門職を育成するという教育目標を実現するため、教育課程を編成して

いる。健康スポ－ツコミュニケ－ション学科では、健康・福祉・スポ－ツ分野における必

要な知識と実践方法を習得し、専門領域のスキルを高め、教育分野の指導者のみならず生

活の質の維持・向上のために幅広い年齢層を対象とした適切な健康・運動の指導ができる

人材を育成することを目的として教育課程を編成している。また経営福祉ビジネス学科で

は、人に寄り添い、組織をリ－ドし、社会に貢献することを自らの目標に定め、福祉と経

営に必要なマインド、スキル、知識を身につけることで、人、組織、社会の抱える様々な

課題に気付き、その原因を分析し、解決策を提案・実行できる人材を養成することを目標

に教育課程を編成している。【資料２－２－５】 

教員は自身が教授する授業が、ディプロマポリシ－、カリキュラムポリシ－のなかでど

のように体系づけられているのか、他の科目といかなる関連性を有しているのかを、自覚

しながら教授方法の工夫・開発に努めている。 

 

【エビデンス・資料等】 

【資料２－２－４】学生便覧 

【資料２－２－５】学生便覧 

 

【自己評価】 

教育課程編成方針に基づき、本学では教育課程は体系的に編成され教授方法も適切に工

夫されていると判断する。 

 

（３）２－２の改善・向上方策（将来計画） 

 平成２９（２０１７）年度には社会福祉学科のコ－ス制が廃止されるので、教育課程の

体系的がより明確に編成されるよう工夫を検討している。 

 

２－３ 学修及び授業の支援 

≪２－３の視点≫ 

２－３－① 

 

教員と職員の協働並びにＴＡ（Teaching Assistant）等の活用による学修

支援及び授業支援の充実 

（１）２－３の自己判定 

基準項目２－３を満たしている。 
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（２）２－３の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

【事実の説明】 

学修支援及び授業支援は、教務委員会で全学的な調整を図りながら、各学科および各コ

－スが中心となって具体的な方策を実施している。 

学修支援の体制は、各学科と教学課が連携して、以下の諸施策を推進している。 

 

（１）入学前の学習 

入学手続きを完了した入学予定者全員を対象に、高校までに習得した基礎的な知識を再

度復習するために、平成２８（２０１６）年度は e ラ－ニングによる学習の実施に向けた

検討を行った。学習の習熟度が数値化され自己学習にふさわしいと思われる。【資料２－３

－１】 

 

（２）担任制度 

１年、２年時は、少人数制の担任制度を導入している。担任、学科長、コ－ス主任およ

び教務課との連携のもと、学習や生活全般にわたる指導や相談等きめ細かな支援を親身に

なって行っている.【資料２－３－２】  

 

（３）年度初めのガイダンス 

全学生に対し学年ごとの全体ガイダンス、学科ごとのガイダンスを実施している。ガイ

ダンスでは単位の取得要領、履修登録方法、学生生活、図書館利用、就職支援等について

説明を行っている。また各種国家資格の取得方法、取得に向けての学修方法の周知を図っ

ている。 

履修登録期間中は、各担任は学学生の単位取得状況を確認し、個々の学生に対して適切

な履修指導を行っている。【資料２－３－３】 

履修登録は学生が自己責任で行うものであるが、外国人留学生の多い大阪天王寺キャン

パスでは、登録数の過多・過少、登録ミス、登録漏れ等が多々見受けられるため、特に履

修登録に不慣れな１・２年生には、学生自身の意思を尊重しつつ、計画的に単位を修得で

きるよう必ずクラス担任教員が関わるようにしている。 

 

（４）習熟度別のクラス編成 

留学生の多い大阪天王寺キャンパスでは、入学時にプレイスメントテストを行い、語学

の習熟度別にクラス編成を行い、学生の能力に応じた授業を行うことで学習意欲の向上を

図っている。 

 

（５）オフィスアワ－ 

全教員は、前期・後期とも週２回のオフィスアワ－を設定し、学生との面談に応じる時

間を確保している。オフィスアワ－は全学生に開かれており、各教員は様々な学生対し親

身になって対応している。 
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（６）スチュ－デント・アシスタント 

一部の演習科目で導入されていたスチュ－デント・アシスタントの教育的効果をさらに

図り、全学的に取り組めるよう、本年度「神戸医療福祉大学スチュ－デント・アシスタン

トに関する規定」を設けた。演習科目や実技系科目で学生も補助員を設け、演習、実習の

教育的な効果を図っている。 

【資料２－３－４】 

 

（７）学修情報の提供 

 学修や授業、就職に関する情報の学生への伝達は、大学の所定の掲示板にて行っている。 

また休講措置等は、掲示板での掲示、大学Ｗｅｂペ－ジでアップし、学生への周知徹底を

図っている。 

 

（８）出席・学習指導 

 全科目について、教学課から各学生の出席状況を示すデ－タを各担任、教科担任に配布

している。また学期ごとの成績に関しては各担任に配布している。出席不良の学生に対し

ては、担任、教科担当は、電話やメ－ルで連絡し指導を行っている。また、前期・後期に

開催される教育懇談会では、出席不良、学業不振の学生の保護者と話し合いを行い、改善

を図っている。【資料２－３－５】 

外国人留学生にとって出席率は在留期間更新の諾否、更新される在留期間の長さ等に大

きく影響するため、外国人留学生の多い大阪天王寺キャンパスでは、同一授業を連続欠席

している学生、出席数不足により成績評価の対象外になるおそれのある学生には国際交流

センタ－の職員が電話し、出席を促すとともに、毎月開催している学科会議にクラス担任・

指導教員別の出席率デ－タを提示し、それに基づいて、各教員が要指導学生に出席・学習

指導を行っている。 

また、大阪天王寺キャンパスでは、１・２年次配当の複数科目（８科目）において、４

カ国語（日本語、英語、中国語、ベトナム語）の用語集を作成し、各授業で配布すること

で、授業内容の理解促進に役立てている。【資料２－７－大阪１】 

 

（９）退学者・留年生を減少させるための方策 

 退学者および留年者を減少させため、教員、担任、職員は連携して普段から該当する学

生情報を綿密に事前掌握するよう努めている。欠席が続く学生、学納金の未納状態の学生

に関しては、保護者へ連絡を行い、問題状況の究明、解決に努めている。また学生相談室

で学生の学習・生活面での悩み事の相談に努めている。 

外国人留学生の多い大阪天王寺キャンパスでは、経済的な事由による退学を減らすため、

担任による学費の延分納措置の相談、出席不良者、学業不振者に対しては、担任や国際交

流センタ－による電話、メ－ル連絡、面談、自宅訪問を実施し、問題の解決に努めている。

また、在留期間更新許可申請に際して、記入漏れ、記入ミス等の不注意で不許可になる場

合が散見される。当該申請に関する書類作成等は原則として学生が行うことにしているも

のの、入国管理局から追加資料等の提出を求められた際には、必ずクラス担任教員又はゼ

ミ指導教員に連絡し、相談するよう指導している。なお、大阪天王寺キャンパスでは、複
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数の教職員が申請取次者の資格を取得している。【資料２－７－大阪２】【資料２－７－大

阪３】 

 

（１０）資格取得を促す特別講座 

本学では、社会福祉士、精神保健福祉士、中学高校保健体育の教員免許等各種の国家資

格が取得できる。資格取得希望者に対しては、正規の授業以外で特別講座を実施し、資格

の取得の心構え、取得方法や資格に関する知識の習得、向上を目指している。 

【資料２－３－６】 

 

【エビデンス集・資料集】 

 

【資料２－３－１】教務委員会議事録 

【資料２－３－２】クラス担任表 

【資料２－３－３】ガイダンスプログラム 

【資料２－３－４】神戸医療福祉大学ＳＡ制度に関する規定 

【資料２－３－５】教育懇談会実施状況 

【資料２－３－大阪１】 特定科目の４カ国語用語集 

【資料２－３－大阪２】 「追加資料を求められた時の対応について」 

【資料２－３－大阪３】 申請取次者一覧表 

【資料２－３－６】教職特別演習について 

 

【自己評価】 

近年大学に入学してくる学生は、非常に多様化してきている。そのような中、様々な原

因で大学での就学に困難をきたすものも増えてきている。経済的な原因から就学が困難に

なる学生、精神的に学修がむずかしい学生等様々である。本学では全教職員が一体となっ

て、出来るだけ良質な教育サ－ビスの提供に努めるとともに、多様な学生を支援する個別

の取り組みにあらゆる角度から力をそそいでいる。 

 

（３）２－３の改善・向上方策（将来計画） 

学生に対する教学的な支援体制は、多面にわたり、今後ますます必要とされる。教育の

質の確保とともに、学生の満足の得られる支援体制の構築を検討したい。 

学修支援は、学生のニ－ズに応じて多面的かつ重層的に充実させ、コンティンジェント

な推進体制を構築したい。 

 

 

２－４ 単位認定、卒業・修了認定等 

≪２－４の視点≫ 

２－４－① 単位認定、進級及び卒業・修了認定等の基準の明確化とその厳正な適用 

（１）２－４の自己判定 

基準項目２－４を満たしている。 
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（２）２－４の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

【事実の説明】 

単位の認定、進級および卒業等の基準については学則で規定し、学生便覧に明記してい

る。 

単位の認定については、学則第１３条に「授業科目を履修し、その試験に合格した者に

は、所定の単位を与える。」とし、「成績は、優、良、可、不可の４種類の標語をもって表

わし、可以上を合格とする。」と規定している。【資料２－４－１】 

具体的な成績評価基準は、「優」は８０点以上、「良」は７０点以上、「可」は６０点以上、

「不可」は５９点以下と規定し、「学生便覧」に明示している。各科目の評価については、

シラバスに客観的な基準がされており、公正かつ厳正に評価がなされている。評価の方法

や基準については、担当科目の教員によって学生への周知徹底が図られている。 

【資料２－４－２】 

学則１３条３で「「社会福祉士介護福祉士学校指定規則」に掲げる科目の出席時間数が、

３分の２（ただし、実習については５分の４）に満たない者については当該科目の履修の

認定はしない。」とある規定を、２０１５年度より全科目に適応し、出席回数の不足する学

生に対しては、履修の認定は行っていない。【資料２－４－３】 

 成績評価については、ＧＰＡ（Grade Point Average）による総合成績評価を導入してい

る。GPＡは、学生が履修登録した全科目について、評価点（GrＡde Point）をつけ、この

評価点を各々の科目の単位数による加重をつけ平均したものである。成績評価に対するＧ

ＰＡは「優」４.０、「良」３.０、「可」２.０、「不可」０.０、「無効」０．０である。Ｇ

ＰＡは、学期ごと、年度ごと、通算の値を算出している。【資料２－４－４】 

 また学則第１１条で、一年間に履修できる履修登録単位数は、４８単位を上限（ＣＡＰ）

としている。【資料２－４－５】 

「学生便覧」に、２年次終了時の修得済単位数が５２単位未満の場合は、必修科目であ

る「卒業研究演習Ⅰ」を履修することができないこと、３年次終了までに１００単位以上

修得していないと必修科目である「卒業研究演習Ⅱ」は履修することができないことが明

記されている。【資料２－４－６】 

最終年次における「卒業研究演習Ⅱ」を履修した学生は、担当教員が認めた一定の水準

に達した論文または論文に替わる研究成果物を、所定の期日までに提出しなければならな

い。 

 卒業要件は、本学に通算して４年以上在学し、所定科目および単位数を履修取得しなけ

ればならない。卒業要件単位は、学則１６条で、総計１２４単位以上（教養科目の合計３

２単位以上、専門科目の合計９２単位以上）を履修取得しなければならないことが定めら

れている。【資料２－４－７】 

 他の大学等で修得した単位の認定および単位数の上限については、学則第１８条（他大

学等における授業科目の履修等）、同第１９条（大学以外の教育施設等における学習）同第

２０条（入学前の既修得単数の認定）に、それぞれ「３０単位をこえないものとする」と

規定している。【資料２－４－８】 

 また国家資格取得に関する科目を履修する場合、履修登録できる前提条件が設けられて
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いる。 

【エビデンス集・資料集】 

 

【資料２－４－１】学則第１３条 

【資料２－４－２】学生便覧４９ペ－ジ 

【資料２－４－３】学生便覧４４ペ－ジ 

【資料２－４－４】学生便覧 

【資料２－４－５】学則第１１条 

【資料２－４－６】学生便覧５０ペ－ジ以下「資格取得のための履修方法」 

【資料２－４－７】学則第１６条 

【資料２－４－８】学則第１８条、１９条、２０条 

 

 

【自己評価】 

履修の認定や卒業の要件については学則で規定し、学生ガイダンスの場や担任による指

導によって周知徹底され、運用も厳密に行われている。 

  

 

（３）２－４の改善・向上方策（将来計画） 

平成２９（２０１７）年度から社会福祉学科ではコ－ス制が廃止されるので、履修登録

の指導、履修認定については、学生に混乱が起こらないように判りやすい方法を検討して

いる。 

 

 

２－５ キャリアガイダンス 

≪２－５の視点≫ 

２－５－① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する指導のための体制の整備 

（１）２－５の自己判定 

基準項目２－５を満たしている。 

 

（２）２－５の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

【事実の説明】 

本学のキャリア教育は、学生一人ひとりが個性に合わせた人生目標や夢を展望し、何が

必要かを考え、実現していくための社会的及び職業的自立を図る能力を培うことを目的と

している。 

 

（１）キャリアサポ－ト支援の体制 

キャリアサポ－ト支援の体制としては、キャリアサポ－ト部就職課に、３人の職員を配

置（大阪天王寺キャンパスではキャリアサポ－トセンタ－に１人の職員を配置）するとと

もに、「キャリアサポ－ト委員会規程」を定め、キャリアサポ－ト委員会、教務部、学生部
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及び各学科がそれぞれ緊密に連携して、年間を通じて社会的・職業的自立に関する指導体

制を構築し、学生へのキャリアサポ－トを実施している。【資料２－５－１】 

また、厚生労働省委託事業でありキャリア教育専門人材養成事業に教職員が参加し、キ

ャリア教育のスキルアップの場としている。 

 

（２）キャリア形成のための支援 

①教育課程内においては１年次より計画的に、新入生ガイダンス、「キャリア演習Ⅰ・Ⅱ」、

就職ガイダンスを行っている。【資料２－５－２】 

②教育課程外では、平成２５（２０１３）年度から「資格取得奨励費支給制度」を設け、

福祉関連、語学関連、オフィス・ビジネス関連の支給対象資格又は検定で、取得・合格し

た学生、又は基準点以上の成績を取った学生に受験料等の一部を補助している。【資料２－

５－３】 

姫路キャンパスでは、３年次以降就職セミナ－、公務員試験対策講座、一般基礎教養講

座（一般教養、SPI）や各種資格取得支援講座を開催している。【資料２－５－４】【資料

２－５－５】 

大阪天王寺キャンパスでは、外国人留学生が多いことから、日本の就職活動に対する理

解を深めるため、年度当初のオリエンテ－ションで全学年に就職ガイダンスを行ったり、

独立行政法人日本学生支援機構が発行する「外国人のための就活ガイド」を入手し外国人

留学生全員に配布したり、卒業生や就職内定学生を講師とする就活体験談セミナ－を毎秋、

開催したりしている。また、就職活動に意欲的に取り組めるようにするため、３年次には

希望者に対して、数週間にわたる就活特別セミナ－（自己分析の仕方、一般常識・ＳＰＩ・

ＷＥＢテスト対策、ＥＳの書き方、面接・集団討論の受け方、模擬面接等）を開催してい

る。また、卒業語の進路に合わせた在留資格変更許可申請についても、必要に応じて、卒

業を控えた外国人留学生や内定先企業等に対して助言、指導等を行っている。【資料２－５

－大阪１】【資料２－５－大阪２】３年次以降就職セミナ－、公務員試験対策講座、一般基

礎教養講座（一般教養、SPI）や各種資格取得支援講座を開催している。【資料２－５－３】

【資料２－５－４】 

 

（３）求人開拓（インタ－ンシップ先の開拓も含む。） 

福祉施設等の求人開拓については、就職課職員及び施設実習担当職員、教員の連携によ

る求人開拓を行っている。また約７００法人に求人依頼を送付し求人票を送付してもらっ

ている。就職希望者の少ない地域や業界については、学生の希望を聞いて求人開拓し求人

票を送付してもらっている。 

現状では、外国人留学生は福祉現場で働くための在留資格を取得することが極めて困難

であるため、福祉分野以外の企業等に就職する場合がほとんどである。そのため、外国人

留学生の多い大阪天王寺キャンパスでは、福祉分野以外の企業への就職を支援するため、

外部機関の協力を得てインタ－ンシップ先の開拓を行っている。このようにして開拓した

インタ－ンシップ先に、毎年度数名の２年生（日本人学生も含む。）をインタ－ンとして派

遣するとともに、インタ－ンシップ先の方々を招いた報告会を１・２年生対象に実施して

いる。また、大阪外国人雇用センタ－（厚生労働省所管）と情報交換を密にしながら、同
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センタ－が実施する「留学生ビジネス・インタ－ンシップ」に関する情報提供も積極的に

行っている。【資料２－５－大阪３】【資料２－５－大阪４】 

 

（４）キャリアサポ－ト部デ－タ等の整備 

学生が自主的・積極的に就職活動を行うための基盤づくりとして、ホ－ムペ－ジに、プ

レイスメントガイドを開設している。また、キャリアサポ－ト部開設の学生向けホ－ムペ

－ジには、求人情報等を随時更新し情報提供している。 

 

（３）２－５の改善・向上方策（将来計画） 

今後就職に関する諸情報をより系統的に整理し、より情報提供の充実を図るとともに、

キャリア教育の充実を目指して、就職環境・就職希望に応じた教材の充実と、担当教職

員の相談力・指導力の向上を目指す。また、ゼミ担当教員と、より一層連携を図り、一

人ひとりの進路選択を支援する。 

 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料２－５－１】 キャリアサポ－ト委員会規程 

【資料２－５－２】 「キャリア演習Ⅰ」「キャリア演習Ⅱ」シラバス 

【資料２－５－３】 資格取得奨励費の対象技能・検定一覧 

【資料２－５－４】 就職セミナ－実施状況 

【資料２－５－５】 資格取得対策講座実施状況 

【資料２－５－大阪１】 平成２７（２０１５）年度の就職体験談セミナ－の様子 

【資料２－５－大阪２】 平成２７（２０１５）年度の就活特別セミナ－実施状況 

【資料２－５－大阪３】 平成２７（２０１５）年度のインタ－ンシップ参加状況 

【資料２－５－大阪４】 平成２７（２０１５）年度のインタ－ンシップ報告会の様子 

【エビデンス集・デ－タ編】 

【表２－９】 就職相談室等の利用状況 

【表２－１０】 就職の状況 

 

【エビデンス集・デ－タ編】 

  【表２－９】 就職相談室等の利用状況 

【表２－１０】 就職の状況 

  【表２－１１】 卒業後の進路先の状況 

 

 

２－６ 教育目的の達成状況の評価とフィ－ドバック 

≪２－６の視点≫ 

２－６－① 

２－６－② 

教育目的の達成状況の点検・評価方法の工夫・開発 

教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての評価結果のフィ－ドバッ

ク 
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（１）２－６の自己判定 

基準項目２－６を満たしている。 

 

（２）２－６の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

２－６－① 教育目的の達成状況の点検・評価方法の工夫・開発 

２－６－②教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての結果のフィ－ドバック 

【事実の説明】 

本学では、シラバスに授業における教育目的、到達目標、教育評価の基準を明記し、学

習成果を適切に評価している。授業目的の達成度、評価は、学生の能力や理解度が様々で

あるため、個々の学生の学修プロセスを適切にみながら行うことが妥当である。そのため、

一回の定期試験の結果だけで評価する方法はなるべくなくし、提出物や小テスト等を行い

多面的に評価する方法を工夫することを教務委員会で提起してきた。多面的な「評価の方

法」はシラバスにも反映されている。 

 

（１）授業アンケ－トの実施 

本学では、前期・後期における授業の後半時点において、全ての科目の授業に対して、

学生よる授業アンケ－トを実施している。アンケ－トは「学生自身の授業態度について」

「授業の内容について」「教員の授業方法について」「総合評価」の４領域、１８の質問項

目に対する学生の回答選択肢と配点は「そう思う」５点、「どちらかといえばそう思う」４

点、「どちらともいえない」３点、「どちらかといえばそう思わない」２点、「そう思わない」

１点で、項目ごとに点数がつけられ、教員には、項目ごとの回答点数と全体の平均値、総

合評価との相関関係を示したアンケ－ト結果が配布される。【資料２－６－１】 

教員は授業アンケ－ト結果をもとに、今後の授業改善方策、前年度の評価を受けて今年

度に授業改善を行ったこと等を「教員による授業評価票」に記入する。このことによって

教員は教育内容の向上や授業方法の改善をＰＤＣＡサイクルに基づいて図っている。【資料

２－６－２】 

また授業アンケ－トの集計結果は、教務課及び図書館に置き、教員、学生が自由に閲覧

することが出来るようにしている。また授業評価の全体集計はＷｅｂ上に公開している。

アンケ－ト結果の検討や質問項目、実施方法に関しては、ＦＤ委員会で協議、検討し、見

直しを行ってきた。また、ＦＤ委員会での検討事項は教員打ち合わせ会で全教員に対して

伝えられ、教員の意識啓発を図っている。【資料２－６－３】 

 

（２）授業参観の実施 

 授業参観は、平成２７（２０１５）年度から実施している。教員間でインフォ－マルに

実施したり、学科からの推薦に基づき授業参観を行う教員を選ぶ方法等、実施方法は模索

状態が続いている。授業を参観した教員は、アンケ－トを記入し、また実施した教員も自

己評価を記入する。参観した教員による講評を行う場合もある。授業参観は、前期・後期

に期間を決めて行っている。一方、大阪天王寺キャンパスでは、全教員が授業参観を行う

よう義務付けている。【資料２－６－４】  
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【エビデンス・資料等】 

【資料２－６－１】授業アンケ－ト集計票 

【資料２－６－２】教員による授業評価票 

【資料２－６－３】教職員連絡会資料（ＦＤ委員会報告） 

【資料２－６－４】授業参観アンケ－ト 

 

【自己評価】 

教育目的の達成状況の点検・評価方法の工夫・開発、教育内容・方法及び学修指導等の

改善へ向けての結果のフィ－ドバックに関しては、本学では試行錯誤を経てきたが、近年

一定の良好な成果をおさめていると判断できる。 

 

 

（３）２－６の改善・向上方策（将来計画） 

学生による授業アンケ－トや授業参観といった他者評価によって、教員は、授業内容の

向上、授業方法の改善に意識的に取り組むようになったと思われる。しかし授業参観に消

極的な教員が一部みられる。また授業評価の方法にもまだまだ問題があると思われる。 

今後は教員の授業改善の方法を、学生にも積極的に明示していく有効なフィ－ドバック

の方策を検討したい。 

 

２－７ 学生サ－ビス 

≪２－７の視点≫ 

２－７－① 

２－７－② 

学生生活の安定のための支援 

学生生活全般に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の

活用 

（１）２－７の自己判定 

基準項目２－７を満たしている。 

 

（２）２－７の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

２－７－① 学生生活の安定のための支援 

【事実の説明】 

（１）生活支援 

学生生活支援は学生部が統括し、学生厚生補導・サ－ビスに係わる事項については学生

部長を委員長とした学生生活委員会を組織し、定期的に委員会を開催して審議、提案して

いる。【資料２－７－１】 

また、新学期の授業始めに各学年に対しオリエンテ－ションを実施し、学生生活の過ご

し方や在り方についてより具体的に説明している。特に新入生に対しては、入学時に配布

する学生便覧に基づいて、４年間の学生生活の心得や生活上の諸規則についてより具体的

に説明し、指導を行っている。【資料２－７－２】 

大阪天王寺キャンパスでは、外国人留学生が多いことから、入学時のオリエンテ－ショ

ンにおいて、在留手続き、学修、学生生活、就職等について整理した『留学生ハンドブッ
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ク２０１５』を配布し、その要点を説明している。【資料２－７－大阪１】 

 

（２）学修支援 

１・２年生についてはクラス担任制度、３・４年生については指導教員制度を設け、学

科長、コ－ス主任、科目担当教員、学生課が相互に連携をとりつつ、学生の修学だけでな

く生活に係わることも含め、学生が相談しやすい環境をつくり、その悩みの軽減・解消に

努めている。【資料２－７－３】 

また、教務課との連携による出席状況、期末試験の結果、単位取得状況等の情報提供に

より、問題のある、あるいはその傾向ありとみなした学生に対し個人指導を行っている。

【資料２－７－４】 

 

（３）通学支援 

姫路キャンパスでは、最寄駅（福崎駅）から本学まで無料のスク－ルバスを運行するこ

とで、在宅通学生及び学生寮生の日用品の買出し等学生の便宜を図っている。【資料２－７

－５】 

また、自家用車やバイク等で通学する学生のために、登録証を申請（無料）することで

学内の駐車場を自由に使用できるようにしている。 

 

（４）学生相談 

悩みのある学生に対する初期対応は、学生課が行うとともに、クラス担任や指導教員が

学生課と連携してその解決に柔軟に対応している。相談内容は、対人関係に関するもの、

学修困難・就学支援に関するもの、進路変更、発達障がいに関するもの等、多岐に及んで

いるが、中でも初期対応が困難なケ－スでは、学生相談室のカウンセラ－（教員を兼ねる）

が精神・身体的相談や生活相談を行いながら、関係部署やクラス担任・指導教員と連携を

とりその解決に努めている。【資料２－７－６】 

また、全教員を対象に週４時間の「オフィスアワ－」を設け、その時間帯に学生が自由

にまた気軽に相談できるように配慮している。 

大阪天王寺キャンパスでは、相談の申込みを行う「窓口機関」と具体的に相談に応ずる

「相談機関」からなる学生相談体制を整えている。窓口機関としては、国際交流センタ－

の窓口、相談ポスト、担任教員（クラス担任教員、ゼミ指導教員）を位置づけている。相

談機関としては、国際交流センタ－の教職員（留学生活相談）、担任教員（何でも相談）、

学生相談室の相談員（何でも相談）、キャリアサポ－トセンタ－のスタッフ（進路、就職相

談）、医務室の看護師（心身の健康相談）のほか、姫路キャンパスのハラスメント防止委員

会（各種ハラスメント相談）、学外機関のセクシャルハラスメント防止外部委員会（セクシ

ャルハラスメント相談）を位置づけている。ただ、現状は窓口機関を通さずに、相談機関

に直接相談する場合が多い。【資料２－７－大阪２】 

学生相談室の相談員とは、授業のある期間に学生相談室において、毎週１回１５時～１

７時の時間帯に、学生からの「何でも相談」に対応する経営福祉ビジネス学科所属の教員

のことである。【資料２－７－大阪３】 

大阪天王寺キャンパスでは、ベトナム人留学生が急増していることから、国際交流セン
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タ－にはベトナム人スタッフ１名を配置している。 

相談内容は、外国人留学生が多いというキャンパス特性を反映して、学納金等の納付、

在留手続き、資格外活動、学籍異動等がほとんどである。【資料２－７－大阪４】 

 

（５）健康管理 

学校保健法および都築学園保健管理規程第５条・第６条に基づき全学生に対する健康診

断を毎年４月に計画・実施し、その診断結果について通知するとともに、所見のある学生

には専門医の受診等を指導している。【資料２－７－７】 

また、大学構内における喫煙場所を姫路キャンパス、大阪天王寺キャンパスのそれぞれ

に１か所設け、それ以外はすべて禁煙とすることで学生の健康管理を推進している。さら

に、薬物乱用防止については外部講師に講和を依頼し、文部科学省・厚生労働省・警察庁

が共同発行している「薬物のない学生生活のために」を学生に同時配布し、在学生から薬

物乱用者が出ないように徹底指導を図っている。 

大阪天王寺キャンパスでは、外国人留学生が多いことから、安心・安全に留学生活を送

れるようにするため、入学時のオリエンテ－ションに天王寺警察署の職員を招聘し、交通

安全、防犯等に関する講演をお願いしている。 

 

（６）保健衛生 

学生の保健衛生に係わる施設として姫路キャンパス、大阪天王寺キャンパスのそれぞれ

に「保健室」を整備している。保健室の使用目的には、軽度の負傷や疾病等の治療のほか、

医療機関に搬送するための一時待機所としての役割があり、常備薬とベッドが配備されて

いる。 

また、姫路キャンパスでは、福崎町にある「アキタケ外科医院」の秋武卓男院長が本校

の校医を務めており、緊急時における病院への連絡や救急車等の手配は学生課職員がその

対応に当たっている。さらに、必要に応じて学生課職員が近隣の総合病院等と連絡をとり、

付き添っていく体制を組んでいる。【資料２－７－８】 

大阪天王寺キャンパスでは、各学期の火・金曜日に看護師が保健室に待機し、上記の使

用目的のほか、心身の健康に関する相談への対応も行っている。 

 

（７）経済的支援 

日本人学生に対しては、本学独自の支援制度として、入学時に入学金が免除されるスカ

ラシップ制度、特待生入試の受験者の中から成績が優秀な者に対し、授業料全額免除（特

待Ａ）３名及び半額免除（特待Ｂ）１０名が適用される特待生制度がある。特待Ａで入学

した学生は、年間のＧＰＡが３.８以上あるという条件で、特待生制度が継続される。同様

に、特待ＢではＧＰＡが３.５以上という条件で特待生制度が継続される。 

外国人留学生に対しては、合格者全員に、入学金と授業料等の一部を減免する留学生ス

カラシップ制（留学生特別奨学制度）を適用している。また、留学生特待生入試の合格者

で学力優秀者には、授業料等を大幅に減免する留学生特待生制度を適用している。 

入寮を希望する学生に対して、一定の課題を遂行することで寮費特待生制度（部屋代全

額無料）を適用している。在学生の約７割が学生寮を利用している。【資料２－７－９】 
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また、日本人学生に対しては日本学生支援機構の提供する奨学金を約５割の学生が利用

している。外国人留学生についても、毎年度、日本学生支援機構の「私費外国人留学生学

習奨励費給付制度」を複数の学生が利用しているが、給付枠は年々減少している。そのた

め、他の学外奨学金制度も広く利用している。具体的には、平成２６（２０１４）年度に

公益財団法人大遊協国際交流・援助・研究協会の「外国人留学生に対する奨学金」を１名

が受給し、平成２７（２０１５）年度「公益財団法人神戸学生青年センタ－六甲奨学基金」

を２名が、「兵庫県私費外国人留学生奨学金」を１名がそれぞれ受給している。【資料２－

７－大阪５】 

学生が４年間の教育研究期間中（クラブ・サ－クル活動中も含む）に不慮の事故等に遭

遇して障がいを負った場合の補償として、全学生を対象にした学生総合保険制度「学生教

育研究災がい障がい保険（学研災）」へ加入し、その費用の全額を大学が負担している。ま

た、任意ではあるが、前述の学研災では適用されない障がい事故の発生が近年増加傾向に

あるのを鑑み任意ではあるが「学研災付帯学生総合保険制度」への加入も勧めている。【資

料２－７－１０】 

家庭の経済状況が厳しくなり、学費納入に窮している学生に対する救済策として延納・

分納等の制度を設けている。外国人留学生には、各学期の授業料等を３回に分け、口座振

替により納入する制度を導入している。また、アルバイトの斡旋については、学生課（大

阪天王寺キャンパスは事務室）が各業者等の窓口となり学生に信頼のできるアルバイト情

報を提供している。 

 

（８）課外活動 

姫路キャンパスにおける主な課外活動はクラブ・サ－クル活動とボランティア活動であ

る。クラブ・サ－クル活動を行う団体はスポ－ツセクションとカルチャ－セクションに分

かれており、学友会がこれを統括している。平成２７（２０１５）年４月の時点で、スポ

－ツセクション１８団体、カルチャ－セクション８団体が活動を継続している。体育館や

フィットネスセンタ－、グラウンドおよび教室等の施設使用調整は学生課で行い、円滑な

活動実施を支援している。学生への課外活動支援は全教職員で取り組んでおり、各クラブ・

サ－クル活動の顧問や監督、部長等に就任している。一方、大阪天王寺キャンパスにはク

ラブ・サ－クル活動を行う団体はない。【資料２－７－１１】 

また、ボランティア活動については、外部から大学へ依頼があったものは学生課（大阪

天王寺キャンパスは事務室）が窓口となり情報の一括管理をしている。掲示板等でボラン

ティア内容を公開し、学科やコ－スを問わず希望する学生が参加申し込みできる体制をと

っている。 

 

（９）福利厚生施設 

姫路キャンパスには学生食堂を設置しており、利用時間は、朝食は午前８時～９時、昼

食は午前１１時４５分～午後１時１５分、夕食は午後６時３０分～午後９時までとなって

いる。また、学生食堂の２階に喫茶店および売店を配備し、午前８時～午後９時まで利用

できることで学生の休憩場所としての役割を担っている。【資料２－７－１２】 

大阪天王寺キャンパスには学生食堂や売店は設置していないが、キャンパス周辺には飲
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食店、コンビニエンスストア等が多数あり、学生はこれらの店舗を利用している場合が多

い。７階の学生控室は自由に食事や休憩等がとれる場所であり、キャンパス内の４～７階

には学生が自由に利用できる電子レンジ、電気ポットを設置している。 

また、姫路キャンパスには希望者がほぼ全員入れる学生寮（男子寮および女子寮）を設

置している。男子寮は個室を４５０室、女子寮は３６０室確保している。食事は学生食堂

を利用する場合もあるが、個室に冷蔵庫およびキッチンが配備されており自炊も可能であ

る。 

大阪天王寺キャンパスには学生寮は設置していない。大阪天王寺キャンパスの在学生の

大部分は外国人留学生であるが、そのほとんどはキャンパス周辺の賃貸アパ－ト・マンシ

ョンに住んでいる。アパ－ト・マンションの賃貸借契約では保証人を必要とする場合が多

いが、外国人留学生にとって保証人を探すのは極めて困難である。近年では、家賃保証会

社を利用した保証人不要の物件も増えてはいるが、保証人を必要とする物件は依然として

多い。大阪天王寺キャンパスではこうした事情を考慮し、公益財団法人日本国際教育支援

協会の留学生住宅総合補償（留補償）の協力校になり、必要に応じて本学自らが保証人に

なっている。また、毎年度４月又は５月には、主に新１年生を対象に、民間の賃貸マンシ

ョン業者による不動産の賃貸借の手続き、入居・退去時の注意点等に関する講習会を開催

している。 

さらに、フィットネスセンタ－が姫路キャンパス内に配置されており、一般学生は登録

することで、様々なトレ－ニングマシ－ンやスクワッシュコ－ト、プ－ル等を自由に利用

できるようになっている。【資料２－７－１３】 

大阪天王寺キャンパスには、７階の学生控室に卓球台を設置しており、学生は自由に利

用できるようにしている。 

 

（１０）編入学生への支援 

編入学生は、学則第２８条「編入学規程」、「外国人留学生の編入学に関する規程」によ

り受け入れている。編入は、取得希望の資格や在籍した学校での履修科目等により、２年

次又は３年となる。なお、編入学生の状況により、学生と十分に話し合うことで編入学年

を決めるようにしている。【資料２－７－１４】【資料２－７－大阪６】 

受け入れた編入学生は、新入生と共通する事項については新入生オリエンテ－ションで、

個別に対応する部分の説明は必要に応じて個別に指導している。【資料２－７－１５】 

また、学修支援、学生相談等を必要とする学生に対応するために、２年次編入生に対し

てクラス担任を３年次編入生には指導教員を配置している。 

転入転学科する学生は、学則第３４条に示す通り許可している。その対応は一般学生と

は別途個別に入学時オリエンテ－ションを行っている。 

 

【自己評価】 

学生生活の安定のための支援については多岐にわたって実施されている。 

 

２－７－② 学生生活全般に関する学生の意見・要望の把握と分析・検討結果の活用 

【事実の説明】 
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学生の学修や生活状況の現状および意見・要望等を把握するため、新学期のオリエンテ

－ション後にクラス担任および指導教員による個別面談を全学生に対して行っている。面

談結果の活用は、学生指導に反映されるとともに、関係部署で改善策を検討し、迅速に対

応するように心がけている。 

また、姫路キャンパスでは、学生がいつでも意見や要望を出せるように、学内（Ｂ棟３

階フロア）に「目安箱」を設置し、学生の要望等に関する情報の収集に当たっている。投

函された要望等はできるだけ早く反映できるよう、目安箱は毎月１回、月末に回収し、そ

の結果を学生課が取りまとめ、各関係部署に通知し、その意見内容を精査、検討し改善処

置を行っている。 

【自己評価】 

全学生を対象とした個別面談の実施および目安箱の設置等、学生からの意見・要望を汲

み上げるシステムは構築されており適切である。 

 

（３）２－７の改善・向上方策（将来計画） 

学生課と教務課との連携を強めて、学生の学修支援・経済支援や健康管理等の一層の充

実に向けて改善を図る。また、汲み上げられた学生の意見や要望をより迅速に学生サ－ビ

スに反映できるシステムを学生生活委員会等で検討する。 

  

【資料２－７－１】学生委員会規定 

【資料２－７－２】学生便覧 

【資料２－７－３】学生便覧 

【資料２－７－４】個人面談シ－ト 

【資料２－７－５】学生便覧 

【資料２－７－６】学生相談室案内・スケジュ－ル表 

【資料２－７－７】学則 

【資料２－７－８】神戸医療福祉大学緊急対応マニュアル 

【資料２－７－９】男女学年別入寮者数 

【資料２－７－１０】学生便覧 

【資料２－７－１１】クラブ・サ－クル一覧 

【資料２－７－１２】学生食堂営業案内 

【資料２－７－１３】学生便覧 

【資料２－７－１４】編入学規定 

【資料２－７－大阪１】 『留学生ハンドブック２０１５』 

【資料２－７－大阪２】 大阪天王寺キャンパスにおける学生相談体制 

【資料２－７－大阪３】 大阪天王寺キャンパスにおける学生相談室相談員担当表 

【資料２－７－大阪４】 大阪天王寺キャンパスにおける学生の相談内容 

【資料２－７－大阪５】 外国人留学生の学外奨学金の利用状況 

【資料２－７－大阪６】  「神戸医療福祉大学 外国人留学生の編入学に関する規程」 
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２－８ 教員の配置・職能開発等 

≪２－８の視点≫ 

２－８－① 

２－８－② 

 

２－８－③ 

教育目的及び教育課程に即した教員の確保と配置 

教員の採用・昇任等、教員評価、研修、ＦＤ（Faculty Development）を

はじめとする教員の資質・能力向上への取組み 

教養教育実施のための体制の整備 

（１）２－８の自己判定 

基準項目２－８を満たしている。 

 

（２）２－８の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

２－８－①教育目的及び教育課程に則した教員の確保と配置  

【事実の説明】 

本学は、３学科を有する福祉系単科大学である。本学の教員組織は、大学設置基準の定

めるところにより、教育課程を適切に運営するため、学科に必要な専任教員数を配置して

いる。この表に示すとおり、設置基準に必要な教員は全体で５８名であり、現員数も５８

名である。福祉系の大学であるため、社会福祉の基幹科目を受け持つ教員は３学科に適切

に配置している。また国家資格の取得のため、法令上規定された科目は、研究業績や専門

領域、取得資格と合致する教員を配置している。 

 専任、兼任教員数についても、上述のとおりである。非常勤教員数は２８人であり、専

門性を考慮して採用している。 

 専任教員１人あたりの在籍学生数は学科によって異なり、社会福祉学科は１０．９人、

健康スポ－ツコミュニケ－ション学科は１３．７人、経営福祉ビジネス学科は３５人であ

る。 

 年齢別教員構成は、６１歳以上の教員が全体の４０．８％（教授６４％）、５１歳から６

０歳までの教員が全体の２０．４％（教授８％）、２６歳から５０歳までの教員が全体の３

０．６％（教授１２％）となっている。 

 資格関連科目を開講する必要から兼任教員数も多くなっているが、各学科には必要な数

の専任教員が配置され、専門分野も適切に教育できる体制が整えられており、バランスの

取れた教員配置となっている。 

 

【エビデンス・資料等】 

【表２－８－１】全学の教員組織 

【表２－８－２】専任教員の学部ごとの年齢構成別構成 

 

【自己評価】 

教育目的及び教育課程に則した教員の確保と配置は適切に行われている。 
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２－８－② 教員の採用・昇進等、教員評価、研修、ＦＤ（Faculty Development）をは

じめとする教員の資質・能力向上への取組み 

【事実の説明】 

専任教員の募集、採用、昇格に関しては、「教員資格審査委員会規定」「教育職員資格審

査規定」により、公正に採用している。【資料２－８－１】 

 昇格人事に関しては、「教員資格審査委員会」に則り、公正に行っている。【資料２－８

－４】 

 

【エビデンス・資料等】 

【資料２－８－１】 教員資格審査委員会規定 

【資料２－８－２】 教育職員資格審査規定 

  

【自己評価】 

教員の採用・昇進等、教員評価、研修、ＦＤ（Faculty Development）をはじめとする教

員の資質、能力向上への取組みは適切に行われている。 

 

 

２－８－③ 教養教育実施のための体制の整備 

【事実の説明】 

 本学における教養教育は、教養科目群によって担われている。教養教育は、本学の建学

の精神である「個性の伸展による人生練磨」に基づきながら、また福祉系大学として「こ

ころの心」に必要な「福祉マインド」の育成を目指す基礎領域として幅広く位置づけられ

ている。人文科学系、社会科学系、自然科学系、その複合領域に関連する科目が開設され

ている。また社会における実践にも活かせるように、キャリア教育も教養教育と関連させ

ながら位置づけている。【資料２－８－３】 

 

【エビデンス・資料編】 

【資料２－８－３】教育課程表 

 

【自己評価】 

教養教育実施のための体制の整備は適切に行われている。 

 

（３）２－８の改善・向上方策（将来計画） 

教員構成は、年齢的に高齢化が目立つが、今後若手教員の採用に重点を置き、教員層の

若返りを計画的に図るとともに、専門性を有する教員の確保にもつとめたい。 

 

２－９ 教育環境の整備 

≪２－９の視点≫ 

２－９－① 

２－９－② 

校地、校舎、設備、実習施設、図書館等の教育環境の整備と適切な運営・管理 

授業を行う学生数の適切な管理 
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２－９ 教育環境の整備 

（１）２－９の自己判定 

 基準項目２－９を満たしている。 

（２）２－９の自己判定の理由（事実の説明および自己評価） 

 ２－９－① 校地、校舎、設備、実習施設、図書館等の教育環境の整備と適切な運営・管理 

姫路キャンパスは、JR 播但線福崎駅からバスで約５分（約２．５km）の緑の多い閑静な丘

陵に位置し、交通至便も良く教育環境としては申し分ないところに立地している。 

大学設置基準と本学との校地・校舎の比較・対照及びキャンパスの概要は、以下のとおりで

ある。校舎面積は現在２８，５６８．６m２であり、大学設置基準を十分に充たしている。 

教育研究活動に必要な施設設備は、大学設置基準および本学の教育目的に沿って、整備して

おり、教育課程の教授に必要な施設設備を充足し、有効に活用している。 

 

【事実の説明】 

（１）校舎施設 

３棟の講義棟には講義室、情報処理演習室、介護実習室、生活科学実習室、心理学演習室、

音楽室等を整備している。【資料２－９－１】 

社会福祉士、介護福祉士、保育士及び精神保健福祉士等の養成を目的とする学科を設置して

おり、社会福祉学演習室、介護実習室、生活科学実習室、ピアノ練習室や心理学実験室等を適

地に整備し、教育・研究活動に有効活用している。社会福祉学演習室は７教室あり、机や椅子

は移動できる。そのため、相談援助を含めた実習指導演習が円滑に行われている。また、ピア

ノ練習室は１３室あり、１３台のピアノが設置されている。ピアノ練習室は平日が午前９時１

０分から午後 8８まで、土日祝祭日が午前９時１０分から午後４時２０分まで開放されている。 

 

（２）図書館施設 

図書館は姫路キャンパス・大阪天王寺キャンパス共に学生、教職員が利用しやすい主要な校

舎の中心部に位置している。図書館は、姫路キャンパス閲覧室、書庫、付帯設備を含め総延べ

床床面積９５４㎡、大阪キャンパス１５２㎡である。  

 館内の閲覧室の座席数は姫路キャンパス２２２席、大阪天王寺キャンパス４３席、数人程度

で使用できる共同研究・学習用のミ－ティング机、新聞・雑誌等の閲覧コ－ナ－、視聴覚資料

を閲覧するＡVブ－ス（姫路キャンパス１２ 席、大阪キャンパス５席）を設けている。 

また、レファレンス面では、学生や学外者が利用できる図書館検索用パソコン３台設置して、

学内ＬＡＮを通して図書検索を行えるよう電子検索システムを導入している。 

館内は姫路・大阪天王寺キャンパス共に検索、閲覧、複写が効率的かつ快適に行えるように図

書・備品が配備されている。特別な手続きをせず入退館できるバ－無しタイプのブックディテ

クションシステムを採用して利用しやすくしている。また、身体の不自由な方は館内のエレベ

－タを利用して３階の図書館に移動できる。【資料２－９－１】 

図書・学術資料等の整備は、医療・福祉関連の専門分野における知識の向上および新た

な知識探求の支援を目的に一層の充実を図り、専門分野の基本図書を中心とした新刊を幅

広く揃えることめざしている。資料収集にあたっては、教員の推薦や学生の要望、出版社

等からの情報により選書・購入している。 
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蔵書数は姫路キャンパス１１９,１４９冊、このほか定期刊行物として姫路キャンパスの

学術雑誌は４１８種類、社会福祉教育関連のＤＶＤ等の視聴覚資料２,２５９巻を所蔵して

いる。大阪キャンパス１２,９８７冊、定期刊行物として学術雑誌は５０種類、視聴覚資料

１０３巻を所蔵している。【資料２－９－２】 

図書館の利用については、両キャンパス共に、年度当初のオリエンテ－ションで学生

全員にガイダンスを行い、図書システムを説明し、学生が図書館資料を有効に活用できる

よう、支障のないようにしている。 

本学学生は、携帯電話やスマ－トフォン、または学内のインタ－ネットに接続されたパ

ソコンを利用して、図書館のデ－タベ－スを参照し、蔵書の検索や新着情報の取得が可能

である。１、２年生ではキャリア演習Ⅰ・Ⅱの授業で、資料の検索演習等を行い、３、４

年生ではゼミ別に図書・学術論文・新聞資料等の検索や所在と入手方法について演習を行

う等学生の積極的な図書館利用を促している。 

姫路キャンパスは、平日午前９時から午後７時、土・日・祝日は午前９時から午後５時

まで、大阪天王寺キャンパスは、平日午前９時から午後５時、土曜日は午後３時まで利用

できると共に他大学・専門学校の学生・教職員、近隣地域の一般利用者にも開放している。

【資料２－９－３】 

 

（３）運動場及び体育館等 

大学が管理している体育施設は、運動場、体育館、テニスコ－ト、フィットネスセンタ－（屋

内プ－ル、スカッシュコ－ト、ダンス場、トレ－ニング室等）、多目的ホ－ルがある。授業以

外に申請すれば、フィットネスセンタ－は個人で使用できる。【資料２－９－２】 

 

（４）厚生施設 

厚生施設として食堂、学生寮（男子寮、女子寮）、学生自主室、学生控室、医務室がある。【資

料２－９－３】【資料２－９－４】 

学生寮の管理・運営に関しては別に規程で定めている。【資料２－９－５】 

寮には管理人が常駐しており、急な病気等にもすぐに対応できるようになっている。学生自

主室は午後１０時まで使用可能であり、１０月以降になると国家試験受験生の多くが利用する。 

（５）図書情報室 

 図書情報室はＡ棟館内に設置、本学の情報処理教育およびインタ－ネット接続環境を含

む情報処理システムを管理・運用・整備している。情報処理教育に供しているコンピュ－

タは、その教育に必要な台数を配置して活用している。また、図書情報室には、特にイン

タ－ネットを含むネットワ－ク上で利用されるサ－バ－を配置し、運用している。 

 

（６）情報関連設備 

 学内に配置している情報教育用と研究用のパソコンは計１９３台設置している。 

 本学では多様化する高度情報化社会に対応する情報処理能力の向上に対応するため、マ

ルチメディア演習室では、学生一人に一台のコンピュ－タで学習できるように整備してい

る。また、各事務室・研究室・学生用自習室には、学内ＬＡＮが整備され、教職員一人一

人がネットワ－クで繋がり情報交換が可能である。【資料２－９－６】 
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（７）施設設備の適切な管理・運営 

施設設備は、庶務課が管理を行い、教員・学生の意見も取り入れながら改善に努めている。

保守管理を徹底し、教育研究活動を安全かつ円滑に行える教育環境の保持に努めている。              

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料２－９－１】学生閲覧室 

【資料２－９－２】図書・資料の蔵書数 

【資料２－９－３】神戸医療福祉大学図書館利用規程 

【資料２－９－４】図書情報室等の状況 

【資料２－９－５】学生寮管理・運営規定 

【資料２－９－６】マルチメディア演習室 

 

２－９－② 授業を行う学生数の適切な管理 

講義科目は２学科合同で行うこともあるが、基本的に学科単位で開講している。科目によっ

ては資格取得に関するものはその取得者だけで開講するものもある。実習指導は１クラス２０

名を超えないように実施している。体育実技はクラスを２分割、または３分割で行っている。 

  

【自己評価】 

授業をおこなう学生数については、教育効果を考え、クラス分けあるいは合併により開講す

る等適切に調節している。また、資格取得に関する科目について指定された人数等を守ってい

る。 

 

 

（３）２－９の改善・向上方策（将来計画） 

 姫路キャンパス、大阪キャンパス共に、書庫の使用率が高く飽和状態に近いため、書庫

の収納スペ－スを確保することが必要である。 

 

 

［基準２の自己評価］ 

平成２４（２０１２）、２５（２０１３）年度には、入学定員充足率３２.０％、４９.５％

と入学定員を大きく割り込む状況が続いたが、学科改編や入学定員の見直しを行い、平成２６

（２０１４）、２７（２０１５）年度には、８１.５％、８５.５％と回復した。しかし平成２

８（２０１６）年度には、６４.５％に低下した。この原因は社会福祉学科における定員充足

率が６３.０％、６０.５％、３９.５％となっている。しかし、過去４年間の平均の入学定員

充足率が７０.３％まで回復したことを踏まえ、入学定員の見直しや、福祉における社会的重

要性や、社会的ニ－ズを徹底調査し、今後とも入学定員確保に向けて様々な取り組みを行って

いく。社会福祉学科においては、平成２９（２０１７）年度よりコ－ス制を廃止し、入学後の

学びを通して自分の目指す進路やそのために必要な資格の選択が可能となり、学びの多様化と

将来への可能性を広げることで、受験生にとって魅力的な大学となるよう改革を行っている。
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さらに引き続きホ－ムペ－ジや大学案内、オ－プンキャンパス、各種説明会、高校訪問等を通

じて、教職員と入試広報部が綿密に連携しながら、本学の教育の特色や魅力、または福祉の魅

力、重要性を積極的に発信することで、受験生等に周知を図り学生確保に努めていく。 

本学の教育課程編成方針に基づき、教育課程は体系的に編成され教授方法も適切に工夫され

ている。平成２９（２０１７）年度には社会福祉学科のコ－ス制を廃止するので、教育課程の

体系がより明確に編成されるよう工夫を検討している。 

入学してくる学生は、非常に多様化し、就学に困難をきたすものも増えてきている。経

済的な原因から就学が困難になる学生、精神的に学修がむずかしい学生等様々である。こ

のような学生に対する教学的な支援体制は、多面にわたり、今後ますます必要となる。教

育の質を確保するとともに、学生の満足の得られる支援体制の構築を検討したい。学修支

援は、学生のニ－ズに応じて多面的かつ重層的に充実させ、コンティンジェントな推進体

制を構築したい。これらについて、教職員一丸となって取り組んでいる。 

履修の認定や卒業の要件については学則で規定し、学生ガイダンスの場や担任による指導に

よって周知徹底され、運用も厳密に行われている。 

平成２９（２０１７）年から社会福祉学科ではコ－ス制を廃止するので、履修登録の指導、

履修認定については、学生に混乱が起こらないように判りやすい方法を検討している。 

１年次より段階的に教育課程の中でキャリア教育を実施し、３年次以降は様々な講座やセミ

ナ－を開催している。学生一人ひとりの進路選択を支援する体制を構築しているが一層の充実

に取り組んでいる。 

学生による授業アンケ－トや教員による授業参観といった他者評価を受け、教員は授業内容

の改善、授業方法の改善に意識的に取り組むようになってきた。しかし、アンケ－ト項目や授

業参観での評価方法等については検討すべきこともある。 

学生サ－ビスについては多方面にわたる支援プログラムを実行しており、また、学生からの

要望を聞き取る目安箱も設置している。 

教員については大学設置基準に基づく教員数、教授数の確保、専門性を有する教員の配置を

行っている。年齢構成については定年規定を超える教員の割合を低くするように改善されてき

ている。 

施設設備は本学の教育目的に沿って整備されており、教育課程の教授に必要な施設設備は充

足している。 

 

 

 

 

 



神戸医療福祉大学 

37 

基準３．経営・管理と財務 

３－１ 経営の規律と誠実性 

≪３－１の視点≫ 

３－１－① 

３－１－② 

３－１－③ 

 

３－１－④ 

３－１－⑤ 

経営の規律と誠実性の維持の表明 

使命・目的の実現への継続的努力 

学校教育法、私立学校法、大学設置基準をはじめとする大学の設置、運営

に関連する法令の遵守 

環境保全、人権、安全への配慮 

教育情報・財務情報の公表 

 

（１）３－１の自己判定 

基準項目３－１を満たしている。 

 

（２）３－１の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－１－① 経営の規律と誠実性の維持の表明 

３－１－②  使命・目的の事実への継続的努力 

【事実の説明】 

神戸医療福祉大学の設置者である学校法人都築学園は、昭和３１年（１9５６）年に設

立され、平成２８年（２０１６）年に創立６０周年を迎える予定である。｢学校法人都築

学園寄附行為｣（以下、｢寄附行為｣という。）第３条において、法人の目的を「この法人

は、教育基本法および学校教育法に従い、学校教育を行うことを目的とする。」と規定し、

法令を遵守して学校教育を行うことを表明している。【資料３－１－１】 

創立者のことば「個性を伸ばし、自信をつけさせ、社会に送り出したい」を、学園の役

員および教職員の行動の指針とし、誠実な法人経営管理および学校教育を行っている。   

寄付行為に揚げる目的および創立者のことばは、本学学則に反映され、第１条において、

「本学は、日本国憲法、教育基本法及び学校教育法に従い、広く知識を授けるとともに、

建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」に則り、人と環境に優しい福祉の心をも

った人材を国際色豊かに育む。」ことを目的としている。【資料３－１－２－】【資料３－１

－３】 

 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－１－１】学校法人都築学園寄附行為 

  【資料３－１－２】学則第１条 

  【資料３－１－３】建学の精神（平成２７（２0１５）年度学生便覧見開きペ－ジに記

載） 

 

【自己評価】 

 経営の規律と誠実性とは維持され、使命・目的の実現に向けて継続的に努力して 

いる。 
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３－１－③ 学校教育法、私立学校法、大学設置基準をはじめとする大学の設置、運営に 

関連する法令の遵守 

 

【事実の説明】 

神戸医療福祉大学の経営は、「学校教育法」、「私立学校法」、「大学設置基準」等の法令に

則って整備された寄付行為・規程等をコンプライアンス精神に基づいて遵守し、適切に運

営されている。特に、「大学における研究者等の行動規範」により、法令遵守を求めている。

【資料３－１－４】 

 文部科学省や関連機関より発信される通達や事務連絡等は、大学内各部署に周知し、緊

密に連携を取りながら組織的に対応している。また、監事を設け、監査業務を適切に実施

している。【資料３－１－５】 

すべての教職員は「学校法人都築学園就業規則」、「同組織規程」、「同事務分挙規程」を

はじめとする諸規程に基づき業務を遂行する等、法令遵守が義務づけられている。平成２

１（２００９）年には「公益通報者保護規程」を規定し、不正行為等の早期発見と是正を

図り、法令遵守の徹底を図っている。【資料３－１－６】【資料３－１－７】【資料３－１－

８】【資料３－１－９】 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－１－４】神戸医療福祉大学 大学における研究者等の行動規範 

  【資料３－１－５】学校法人都築学園監事監査規程 

【資料３－１－６】学校法人都築学園就業規則 

  【資料３－１－７】学校法人都築学園組織規程 

【資料３－１－８】学校法人都築学園事務分掌規程 

【資料３－１－９】学校法人都築学園公益通報者保護規程 

 

【自己評価】 

 大学の設置、運営に関連する法令を遵守している。 

 

３－１－④ 環境保全、人権、安全への配慮 

（１）環境保全への配慮 

大学を挙げて、節電対策に取り組み環境保全に努めている。 

 

（２） 人権への配慮 

「学校法人都築学園ハラスメント防止規程」に基づき人権侵がい、セクシュアルハラス

メント、アカデミックハラスメント、パワ－ハラスメント行為に対し速やかに対処する体

制を整備するとともに、人権およびハラスメント防止の啓発を行なっている。特に、研究

等の対象とするものに対しては、｢神戸医療福祉大学倫理審査内規｣により、委員会により

個人の尊厳・人権の尊重を侵す部分が無いか慎重に審査している。【資料３－１－１０】【資
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料３－１－１１】 

また、「学校法人都築学園個人情報保護規程」に基づき、個人情報（特に学生情報）を適

正に保護している。【資料３－１－１２】 

 

（３） 安全への配慮 

「学校法人都築学園安全及び衛生管理規程」に基づき、学生および教職員の安全と健康

を確保している。また、「神戸医療福祉大学防火・防災計画」により、火災・地震が発生し

た場合を想定してその対応行動を定めるとともに、自衛消防訓 

練を実施している。【資料３－１－１３】【資料３－１－１４】 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－１－１０】学校法人都築学園ハラスメント防止規程 

  【資料３－１－１１】神戸医療福祉大学倫理審査内規 

【資料３－１－１２】学校法人都築学園個人情報保護規程 

  【資料３－１－１３】学校法人都築学園安全及び衛生管理規程 

【資料３－１－１４】神戸医療福祉大学防火・防災計画 

 

【自己評価】 

環境保全、人権、安全に対し配慮している。 

 

３－１－⑤ 教育情報・財務情報の公表 

【事実の説明】 

教育情報については、「学校教育法施行規則」第１７２条の２に示された情報は、大学 Ｗ

ｅｂペ－ジ、大学案内等により積極的に公表している。特に大学Ｗｅｂペ－ジには、教員

紹介、卒業生・在学生の声、卒業研究、主要科目の教育内容、トピックスの紹介等を公表

するとともに、Ｗｅｂペ－ジの更新・充実に努めている。 

教員の研究成果については、年度毎に「神戸医療福祉大学紀要」を編纂し、学内外に配

布するとともに大学のＷｅｂペ－ジ上で公開している。【資料３－１－１５】 

財務状況については、毎会計年度終了後、２か月以内に開催する理事会において決算お

よび事業実績の承認を得た後、速やかに、事業報告書及び決算書を大学Ｗｅｂペ－ジに公

開している。【資料３－１－１６】【資料３－１－１７】 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－１－１５】神戸医療福祉大学紀要 

  【資料３－１－１６】平成２７年度事業報告書 

【資料３－１－１７】平成２７年度決算書 

 

【自己評価】 

教育情報および財務情報について適切に公表されている。 
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（４） ３－１の改善・向上方策（将来計画） 

大学の目的・使命の実現に向けて、教学部門を中心に大学一丸となって教育の充実に取

り組んでいく。 

 環境保全および安全配慮については、今後さらに取り組みを強化する。 

各種情報の公表については、大学Ｗｅｂペ－ジの更なる充実・更新を図り、情報の公開

をより積極的に行い、説明責任を果たしていく。 

 

 

３－２ 理事会の機能 

≪３－２の視点≫ 

３－２－① 使命・目的の達成に向けて戦略的意思決定ができる体制の整備とその機能

性 

（１）３－２の自己判定 

基準項目３－２を満たしている。 

 

（２）３－２の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－２－① 使命・目的の達成に向けて戦略的意思決定ができる体制の整備とその機能

【事実の説明】 

学校法人の意思決定機関である理事会は、寄付行為の規程により、５人以上７人以内の

理事により構成され、法人の業務を決定している（寄付行為第６条）。理事の選任について

も明確に定められ、各大学長及び法人事務局長が理事に就任しており、戦略的な意思決定

ができる体制が整備されている（寄付行為第１２条）。理事会は、平成２７（２０１５）年

度は計１１回開催され、適切に機能している。【資料３－２－１】 

評議委員会は、理事長の諮問機関として位置づけられており、寄付行為第１９条に基づ

く予算、借入金、事業計画等法人の業務関する重要事項について審議を行っている。 

法人の管理運営にかかわる役員（理事・監事）と評議員については、寄付行為の規定に

より、平成２７（２０１５）年度は、理事６人、監事２人、評議員１７人を選任し、理事

の中から理事長を選任している。 

監事は、法人の業務や財務の状況等について監査を行うとともに、毎会計年度、監査報

告書を作成している。 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－２－１】学校法人都築学園寄付行為 

 

【自己評価】 

理事会は、適切に開催され、その機能を十分に発揮して使命および目的の達成に向けて

戦略的意思決定ができる体制が整備されている。 

 

（３）３－２の改善・向上方策（将来計画） 

大学を取り巻く環境の変化に対応して、迅速且つ戦略的な意思決定と業務執行が今後更
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に重要となるため、今後も幅広い意見を取り入れ、健全な経営環境の維持を図りたい。 

 

３－３ 大学の意思決定の仕組み及び学長のリ－ダ－シップ 

≪３－３の視点≫ 

３－３－① 

３－３－② 

大学の意思決定組織の整備、権限と責任の明確性及びその機能性 

大学の意思決定と業務執行における学長の適切なリ－ダ－シップの発揮 

 

（１）３－３の自己判定 

基準項目３－３を満たしている。 

 

（２）３－３の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－３－① 大学の意思決定組織の整備、権限と責任の明確性およびその機能性 

【事実の説明】 

本学は、教育研究に関する重要事項の審議機関として「教授会」があり、その機能別の

審議機関として｢教務委員会｣、「自己点検評価委員会」、「地域連携・社会貢献推進委員会」、

「学生生活委員会」等がある。各委員会での審議事項は、事前に各学科及び各部で実施し

ている科内等会議で検討し提議されている。 

 教授会、各委員会については役員責任が規程により明確化されており、適正に機能して

いる。 

 

（１）学内意思決定のプロセス 

教育研究に関する重要事項の決議に係わるプロセスとしては、各機能別審議委員会等か

ら提議され、「教授会」で審議し学長が最終決定している。議事録は、全教職員が閲覧でき

るようにしている。 

 

（２）教授会 

教授会は、学長が招集し、学長、学長代理、副学長、教授で構成し、教育研究に関する

重要事項で教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めた事項を審議し、学長

に意見を述べている。審議事項は、「神戸医療福祉大学教授会規程」に明記されている。【資

料３－３－１】 

 

（３）教務委員会 

教務委員会は教務部長が招集し、学部長、キャリアサポ－ト部長、学科長、コ－ス主任、

教務課長で構成され、教育・研究、学則および教務部長の諮問事項について審議している。

【資料３－３－２】 

 

（４）自己点検・評価委員会 

自己点検・評価委員会は、学長が招集し、学長、学長代理、副学長、学部長、大阪天王

寺キャンパス長、教務部長、学生部長、図書館長、キャリアサポ－ト部長、入試部長、広

報部長、事務局長、事務長、各学科長、コ－ス主任で構成し、自己点検・評価の実施、公
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表、改善等について審議している。【資料３－３－３】 

（５） 学生生活委員会 

学生生活委員会は、学生部長が招集し、学生課長、各学科等からの委員等で構成され、

学生生活に関する全般的事項について審議し、代議員会等に提議・答申している。【資料３

－３－４】 

 

（６）地域連携・社会貢献推進委員会 

地域連携・社会貢献推進委員会は、学生部長が招集し、地域連携主任、広報部長、事務

長、学生課長、各学科からの委員等で構成され、地域連携・社会貢献に関する全般的事項

について審議し、代議員会等に提議・答申している。【資料３－３－５】 

          

 

自己点検・評価委員会 
 

入学試験委員会 
 

入学者選抜委員会 
 

ＦＤ委員会 
 

教務委員会 
 

教職課程委員会 
 

学生生活委員会 
  

学長  教授会  キャリアサポ－ト委員会 
 

図書委員会 
 

紀要委員会 
 

社会福祉実習委員会 
 

国家試験対策委員会 
 

地域連携・社会貢献推進委員会 
 

ハラスメント防止委員会 
 

国際交流委員会 

 

 

神戸医療福祉大学 委員会組織 

 

 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料３－３－１】神戸医療福祉大学教授会規程 

【資料３－３－２】神戸医療福祉大学教務委員会規程 
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【資料３－３－３】神戸医療福祉大学自己点検・評価委員会規程 

【資料３－３－４】神戸医療福祉大学学生生活委員会規程 

【資料３－３－５】神戸医療福祉大学地域連携・社会貢献推進委員会規程 

 

【自己評価】 

 大学の意思決定組織として学長のリ－ダ－シップを支える教授会をはじめ各種委員会が

整備され、その権限と責任の明確化や機能については規程に明示され、適切に運用されて

いる。 

 

 

３－３－② 大学の意思決定と表務執行における学長の適切なリ－ダ－シップの発揮 

【事実の説明】 

大学の意思決定の仕組みは、「教授会」や「教務委員会」等各種委員会が機能している。

【資料３－３－１】【資料３－３－２】 

 学長は、設置法人の理事を兼ねており、「理事会」と連携して大学運営することを可能に

する体制がとられている。 

 また、教育研究に関する重要事項を審議する「教授会」、自己点検評価の実施・公表・改

善等を実施する「自己点検・評価委員会」は学長が自ら招集し、権限と責任を有する学長

がリ－ダ－シップを発揮して迅速的確に対応できる体制を確立している。各委員会も学長

の諮問機関をして位置付けられ、学長のリ－ダ－シップ発揮に機能している。 

【資料３－３－１】【資料３－３－３】 

 

【エビデンス集・資料編】 

 

【自己評価】 

 学長のリ－ダ－シップを支えるための体制・会議体は整備され、学長はその仕組みを 

活用してリ－ダ－シップを発揮している。 

 

 

（３）３－３の改善・向上方策（将来計画） 

 基盤となる体制は整備され運用できているので、今後は意思決定の円滑化と学長のリ－

ダ－シップの発揮という視点から、各種委員会をさらに適時・効果的に活用するとともに、

規程についても今後は自己点検・評価活動を踏まえて定期的に見直していく。 

 

 

３－４ コミュニケ－ションとガバナンス 

≪３－４の視点≫ 

３－４－① 

 

３－４－② 

法人及び大学の各管理運営機関並びに各部門の間のコミュニケ－ション

による意思決定の円滑化 

法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックによるガバナンスの機能
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３－４－③ 

性 

リ－ダ－シップとボトムアップのバランスのとれた運営 

（１）３－４の自己判定 

基準項目３－４を満たしている。 

 

（２）３－４の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－４① 法人および大学の各管理運営機関並びに各部門の間のコミュニケ－ションに

よる意思決定の円滑化 

【事実の説明】 

学長および法人事務局長は理事兼評議員であり、学長および法人事務局長の連携により

教学部門の意見等は、評議員会および理事会に十分反映されるとともに、経営管理に関す

る法人の決定事項等も大学に周知している。 

管理部門の方針や大学の意見が反映される組織的枠組みは、次のとおりである。 

（１）法人と大学の関係 

大学の学長は理事として理事会において大学の運営状況を報告し、教学部門の意見を反

映するとともに、管理運営の意見を聴取している。よって、管理および教学部門に関する

法人と大学は密接に連携している。 

 

（２） 学長と事務長の連携状況 

事務長は学長の命を受け、大学事務局、学生寮の事務を統括しており、学長と事務長は

密接に連携している。 

 

（３） 学長と副学長の連携状況 

副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどっており、学長と副学長は密接に連

携している。 

 

（４） 学長と学部長の連携状況 

学部長は、教学部門における学長の補佐者である。学長の指示等を受け、学   部内

に周知するとともに、学部内の意見等を集約して学長に報告しており、学長と学部長は密

接に連携している。 

 

（５） 学部長と事務長の連携状況 

学部長と事務長は、日常的な連絡調整の他に、教授会・各種委員会等の場を通じ、管理・

教学部門に関する情報を共有し連携している。 

 

（６） 学部長と大阪天王寺キャンパス長の連携 

大阪天王寺キャンパス長は、学長、学部長の命を受け、大阪天王寺キャンパス内の校務

をつかさどっている。学部長と大阪天王寺キャンパス長は、教授会、代議員会の構成員で

あり、大学管理、教学部門に関する情報を共有し連携している。大阪天王寺キャンパスの

全ての教職員への意思の伝達はキャンパス長を通じて適切になされている。 



神戸医療福祉大学 

45 

 

（７） 学科と各部の連携状況 

学部長、大阪天王寺キャンパス長、各部長、図書館長等は教授会、各委員会の構成メン

バ－であり、教学部門の意見について意思の疎通・業務の連携は密接に行っている。 

 

【自己評価】 

法人および大学とのコミュニケ－ションによる意思決定は、円滑に行われている。 

 

３－４－② 法人および大学の各管理運営機関の相互チェックによるガバナンスの機

能性 

【事実の説明】 

法人の理事会および評議員会には、学長が理事および評議員として出席し、法人および

教学に関する重要事項を審議するとともに、意見交換を行っている。この際、大学に関連

する議題は、事前に法人事務局が関連する大学の部局にヒアリング調整して決定している。

学長は、理事会および評議員会における決定事項を教授会等で周知しており、法人と大学

の相互チェックは有効に機能している。 

監事は、法人の業務、財産の状況等について監査するとともに、大学関連については 

自己点検・評価報告書の調書等により、教育・研究関係、学生の募集関係等の監査を実施

している。また、毎会計年度、監査報告書を作成し、当該会計年度後２か月以内に理事会

および評議員会に提出するとともに理事会および評議員会に出席し意見を述べている。【資

料３－４－１】 

さらに、決算時に行う定期監査の際には、監査法人の公認会計士と情報交換やリスク 

認識を共有するために、監査状況についての意見交換を行っている 

評議員会は、理事長の諮問機関であり、理事長、学園総長、法人職員、卒業生および 

学識経験者のうちから、現在１７人の評議員で構成している。 

評議員会は理事会とほぼ同時期に開催され、法人業務、財産の状況および役員の業務 

執行状況等について、意見を述べている。【資料３－４－１】 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－４－１】学校法人都築教育学園寄付行為 

 

【自己評価】 

 法人と大学の相互チェックによるガバナンスは有効に機能している。 

 

３－４－③ リ－ダ－シップとボトムアップのバランスのとれた運営 

【事実の説明】 

 理事長は、年始行事等において全教職員を対象に、学園の運営方針、運営状況等を表明

するとともに、理事会において、法人の経営等に関して適切なリ－ダ－シップを発揮して

いる。 

 学長は、教授会、代議員会、各種委員会等において、教学に関してリ－ダ－シップを発
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揮するとともに、大学を代表して、理事会、評議員会へ出席し、大学の意見を汲み上げて

報告している。 

 また、法人事務局長は、適宜大学に対して、学園全般の運営状況等について伝達すると

ともに、事務長との会同において、大学に対する各種指導並びに事務長からの意見・要望

等の吸い上げにより意思疎通を図っている。 

 大学は、各種委員会・学科会議等の場で、情報の共有を行っている。 

 大学の職員については、毎日の朝礼時を活用して、法人事務局からの指示・指導事項の

伝達、主要行事の予定の伝達・協力依頼事項、学生の学習・生活・クラブ活動の状況等担

当からの報告により情報の共有を行うとともに、学部長・事務長の指導も実施し、共通認

識の下、業務を実施している。 

 このように、理事会等からのトップダウンと、大学、関係部署、関係委員会等からのボ

トムアップは円滑に機能している。 

 

【自己評価】 

 リ－ダ－シップとボトムアップのバランスのとれた運営がなされている。 

 

 

（３）３－４の改善・向上方策（将来計画） 

 法人と大学の円滑なコミュニケ－ションを深めるために、法人事務局長から大学の教員

に対し、大学の経営方針、学園全般の運営状況等について周知する場の増加を今後検討す

る。また、通常の業務において、「報告・連絡・相談」を積極的に行うとともに、情報共有

の場をもっと増やして、意思疎通・風通しを良くするように努める。 

 

 

３－５ 業務執行体制の機能性 

≪３－５の視点≫ 

３－５－

① 

 

３－５－

② 

３－５－

③ 

権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した組織編制及び職員の配置によ

る業務の効果的な執行体制の確保 

業務執行の管理体制の構築とその機能性 

職員の資質・能力向上の機会の用意 

（１）３－５の自己判定 

基準項目３－５を満たしている。 

 

（２）３－５の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－５－① 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した組織編制および職員の配置に

よる業務の効果的な執行体制確保 

【事実の】説明 
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 法人の事務組織等及び事務分掌については、「学校法人都築学園事務組織規程」及び「学

校法人都築学園事務分掌規程」により定められており、権限の適切な分散と責任の明確化

に配慮した組織編制と職員の配置による業務効果的な執行体制が確保できている。【資料３

－５－１】【資料３－５－２】 

 大学運営の組織について、事務組織内規により定めており、大学の適正かつ円滑な管理

運営を図っている。【資料３－５－３】 

 この事務組織内規に基づき、事務分掌内規を定め、各部署の事務分掌を明確にし、整斉

円滑な業務の遂行と事務の工夫・改善に努めている。【資料３－５－４】 

 事務組織については、「事務組織内規」に示すとおり、大学事務室（総務課・庶務課・経

理課）、教務部、学生部、キャリアサポ－ト部、入試広報部、図書館の５部１室１館を設置

しており、それぞれ規定された所掌事項を担っている。 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－５－１】学校法人都築学園事務組織規程 

  【資料３－５－２】学校法人都築学園事務分掌規程 

  【資料３－５－３】神戸医療福祉大学事務組織内規 

【資料３－５－４】神戸医療福祉大学事務分掌内規 

 

【自己評価】 

 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した組織編制および職員の配置による業務の効

果的な執行体制が確保できている。 

 

３－５－② 業務執行の管理体制の構築とその機能性 

【事実の説明】 

 学園の組織および管理については、組織規程および事務分掌規定により定め、適正かつ

円滑な管理運営を図るため、組織機構は体系的に編成されており、指揮命令伝達も適切に

機能している。【資料３－５－１】【資料３－５－２】 

 大学では、学長が最終的な決定権者として、校務をつかさどり、所属職員を統督する 

が、学則第４３条に基づき教授会を置き、教育研究に関する重要な事項を審議し、学長に

意見を述べている。 

 また、教授会に代議員会を置き、教授会に属する教員等の一部をもって構成し、教授会

の審議事項について、教員の人事に関する事項を除き、教授会に代わって審議できるよう

にしている。 

 

【自己評価】 

 業務執行の管理体制が構成され、機能的に運営されている 

 

３－５－③ 職員の資質・能力向上の機会の用意 

【事実の説明】 

 大学では、職員の事務能力向上のために、以下の施策を講じている 
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（１）新採用者に対する研修 

  新採用者に対し、学園内の各学校等および事務全般業務に関する概要、各学科、教 

育課程、学生生活等について理解させ、事務職員としての基盤造りに配慮している。 

  さらに、大学計画で新規採用教職員に対し、各課業務、各種事務手続等を説明・教育

し、学内業務に円滑に順応できるようにしている。 

（２）部外研修会等への参加 

   事務職は、ＳＤの一環として、関西地区内の私立大学協会主催の中堅・初任時研修

会に事務職員を参加させ、職員としての能力向上を図っている。また、事務長は日本

私立大学協会関西支部事務局長会議、関西地区私立大学事務連絡会議に参加し、制度

的な事項の研修、他大学との意見交換等により資質向上に努めている。 

   また、学生指導および就職に関する研修（研究）会に参加させ、指導を活かせるよ

うにしている。 

各研修内容は、その都度、職員朝礼において紹介するとともに、重要事項について

回覧文書で職員全体に閲覧できるようにしている。 

 

【自己評価】 

 研修には適宜参加しており、職員の資質・能力向上の機会は提供されている。 

 

（３）３－５の改善・向上方策（将来計画） 

  職員の能力を更に向上させる必要性から、上記施策による教育機会においては、事務処

理能力・知識・情報の共有のみではなく、使命感等資質を高める教育を行うとともに、

学園および大学の全般の方針、大学の運営の考え方を適時に教育する必要がある。年２

回行うオリエンテ－ションやその都度行う採用者研修の場を有効に活用する。 

 

３－６ 財務基盤と収支 

≪３－６の視点≫ 

３－６－① 

３－６－② 

中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

（１）３－６の自己判定 

基準項目３－６を満たしている。 

 

（２）３－６の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－６－① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

【事実の説明】 

  予算の編成は、先ず学校単位で教育計画、研究計画に基づき予算積算書を作成、法人

事務局において部門毎にヒアリングを行い、大幅な増減がある場合は、その理由を質し、

併せて前年度以前の収支実績と比較して、精査した数値で予算原案を作成、学校法人都

築学園寄付行為第６章第３１条（予算および事業計画）に基づき、理事会で議決された

予算を各部門に配賦している。【資料３－６－１】 

 やむ得ない理由により予算不足が生じた場合は、経理規程第５３条に基づき、予算の補
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正を行わなければならない。【資料３－６－２】 

 財務について毎年、前年度の消費収支の状況を認識し、当年度を含む５年間の経営改善

計画（中長期計画）を作成している。【資料３－６－３】 

 この経営改善計画を基礎として年度事業計画を作成し、適切な財務運営を図るため、入

学定員の確保を重要課題として、教職員一丸となった募集・広報活動を推進するとともに、

施設・設備等を整備し、魅力ある大学づくりを推し進め、収入増に努めている。 

【資料３－６－４】 

 大学においては、収入は学生募集数を踏まえた、より現実的な数値を計上、支出は法人

事務局と調整を行い抑制した数値を計上し、収支の健全化に努めており、成果は徐々にで

はあるが、適切な財務運営が確立されつつある。 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－６－１】学校法人都築学園寄附行為 第６章第３１条 

【資料３－６－２】経理規程 第６章第５３条 

【資料３－６－３】経営改善計画（中長期計画） 

【資料３－６－４】事業計画書 

 

【自己評価】 

 中長期計画を基盤とした各当該年度収支を詳細に把握し、支出については真に必要な案

件であるかを精査する等、可能な限り支出抑制に努めていることから適切な財務運営が遂

行されている。 

 

３－６－② 安定した財務基盤と確立と収支バランスの確保 

【事実の説明】 

収入については、平成２9（２0１７）年度から社会福祉学科のコ－ス制を廃止し、学び

ながら進路を決めて行けるようにすることにより、少しでも福祉に興味のある人材を幅広

く受け入れることにより、今後の入学者数の増加が期待でき、それに伴う収入の増加が見

込まれる。また、希望者の多い留学生入試の定員を増やすことにより、同じく収入の増加

が見込まれる。 

 収出については、教職員全体で節約意識を共有し、予算積算書作成時には必要性、優先

順位等について数次に亘るヒアリングを行い、厳正に審査することにより支出の抑制に努

めている。【資料３－６－５】 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－６－５】財務情報（デ－タ編【表３－４】～【表３－8】と同じ。） 

 

【自己評価】 

 社会福祉学科のコ－ス制の廃止による間口の拡大、並びに教職員の募集活動の強化によ

り、今後、入学者数の増加が見込まれる。それに伴う収入増が期待されることにより安定

した財務基盤が確立され、良好な収支バランスが確保できる。 
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（３）３－６の改善・向上方策（将来計画） 

 教職員全てに対し、学生募集の低迷が収入に影響するという危機意識を持たせ、募集へ

の一層の努力並びにコスト意識による支出の抑制を認識させる必要がある。教職員オリエ

ンテ－ションや予算担当説明会等の場において教育する。 

 

 

３－７ 会計 

≪３－７の視点≫ 

３－７－

① 

３－７－

② 

会計処理の適正な実施 

会計監査の体制整備と厳正な実施 

（１）３－７の自己判定 

基準項目３－７を満たしている。 

 

（２）３－７の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

３－７－① 会計処理の適正な実施 

【事実の説明】 

会計処理については学校法人会計基準に準拠して、「学校法人都築学園経理規程」基づき、

正確且つ迅速な処理を行い、財政及び経営状況を明らかにしている。 

【資料３－７－１】 

予算執行に際しては伺書にて必要性、調達先、価格数量等を厳正に審査し、不要不急の

調達を制限するとともに、予算担当者に正確な予算執行額を把握させ効率的な予算執行を

図っている。 

 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－７－１】学校法人都築学園経理規程 

 

【自己評価】 

学校法人会計基準に準拠した正確な事務を遂行しており、会計処理は適正に実施されて

いる。 

 

３－７－② 会計監査の体制と厳正な実施 

 会計監査は、公認会計士による監査および学校法人都築学園監事監査規程に基づく監事

による監査を実施している。【資料３－７－２】 

 公認会計士による監査は、日常の会計処理について学校法人会計基準に則った適正な処

理であるかを監査している。 

監事による監査は、決算時に行う定期監査および必要の都度行う臨時監査があり、公認
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会計士と日程を調整し、意見交換を行い効率的な監査実施をしている。 

監査において、公認会計士および監事に提出する書類、資料等は正確かつ迅速に作成し、

指導を受けた事項については速やかに改善処置を行い、適切に会計業務を実施している。 

【エビデンス集・資料編】 

  【資料３－７－２】学校法人都築学園監事監査規程 

 

【自己評価】 

会計監査の体制は確立しており、監査は厳正に実施されている。 

 

（３）３－７の改善・向上方策（将来計画） 

 会計関係職員の知識・技量向上および平成２７（２0１５）年度から導入された学校法人

会計基準に速やかに対応するため各種研修会、講習会に積極的に参加する。 

 会計事故防止のため、会計職員に高い倫理観を持たせるとともに、法令規則に精通させ

る。 

 会計監査については、公認会計士および監事との連絡をさらに密にし、効率ある制度の

高い監査が実施できる体制とする 

 

［基準３の自己評価］ 

 本学は、学校教育法、私立学校法等の関係法令を遵守し、建学の精神、教育の基本理念

を基本として教育・研究を推進し、本学の目的および使命の実現に向けて、鋭意努力して

いる。また、理事会等からのトップダウンと、大学、関係部署、関係委員会等からのボト

ムアップは円滑に機能し、法人と大学とのコミュニケ－ションを良好に維持し、適切な管

理運営が行われており、本学は学長を中心に教育・研究が適切に実施できる環境が整って

いる。 

 財務状況については、全教職員による募集への一層の努力とコスト意識による支出の抑

制を徹底的に実施する。 

 また、会計処理については、学校法人会計基準に従って行っており、監事の監査体制も

問題無く、適正かつ厳正に実施されている。 

 以上のように、本学は適正な管理の下で運営されており、基準３「経営・管理と財務」

の基準を満たしている。 
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基準４．自己点検・評価 

４－１ 自己点検・評価の適切性 

≪４－１の視点≫ 

４－１－① 

４－１－② 

４－１－③ 

大学の使命・目的に即した自主的・自律的な自己点検・評価 

自己点検・評価体制の適切性 

自己点検・評価の周期等の適切性 

（１）４－１の自己判定 

基準項目４－１を満たしている。 

 

（２）４－１の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

４－１－① 大学の使命・目的に即した自主的・自律的な自己点検・評価 

【事実の説明】 

建学の精神および教育目標に即した学内の自己点検・評価として、学内規程「神戸医療

福祉大学自己点検・評価委員会規程」【資料４－１－１】が制定されており、学長のリ－ダ

－シップのもと専任教員および事務職員を構成員とする自己点検・評価委員会が設置され

ている。なお、教育課程、学生生活、就職活動支援等については、それぞれの事項につい

て協議・検討を行う委員会として教務委員会、学生生活委員会、キャリアサポ－ト委員会

等を置き、恒常的な点検・評価を行い、必要に応じて教授会等に諮っている。 

【エビデンス集・資料編】 

【資料４－１－１】 神戸医療福祉大学自己点検・評価委員会規定 

 

【自己評価】 

大学の使命・目的に即した自主的・自律的な自己点検・評価を実施している。 

 

４－１－② 自己点検・評価体制の適切性 

【事実の説明】 

自己点検・評価を担当する自己点検・評価委員会の構成メンバ－は、学長、学長代理、

副学長、学部長、大阪天王寺キャンパス長、図書館長、教務部長、入試部長、学生部長、

キャリアサポ－ト部長、各学科長及びコ－ス主任、広報部長、事務局長、事務長等、法人

本部も含めた部署課長および実務責任者の全学的体制となっている。このため各委員は自

己点検・評価の検討中から担当する業務に対する改善の必要性を意識し、大学改革の PDC

Ａ サイクルの円滑な遂行を高めており、本学の自己点検・評価体制の適切性を裏付けてい

る。 

上記の自己点検・評価体制のもとで平成２３（２０１１）年度にも自主的・自律的な自

己点検・評価を実施している。【資料４－１－２】 

【エビデンス集・資料編】 

【資料４－１－２】神戸医療福祉大学自己点検評価書 

 

【自己評価】 

自己点検・評価を担当する委員会の委員構成が、法人本部も含めた全学的体制となって
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おり、自己点検・評価活動が日常的な業務改善に結びつく体制ともなっている。 

 

４－１－③ 自己点検・評価の周期等の適切性 

【事実の説明】 

自己点検・評価の周期については、直近では平成２３（２０１１）年度に実施している。 

 

【自己評価】 

自己点検・評価の周期等は適切といえる。 

 

（３）４－１ の改善・向上方策（将来計画） 

従来、自己点検・評価を平成２３（２０１１）年度に実施してきたが、より恒常的な改

善活動とするために、今後は毎年、自己点検・評価活動の実施に努め、改善活動の継続的

強化を図る。 

 

４－２ 自己点検・評価の誠実性 

≪４－２の視点≫ 

４－２－① 

４－２－② 

４－２－③ 

エビデンスに基づいた透明性の高い自己点検・評価 

現状把握のための十分な調査・デ－タの収集と分析 

自己点検・評価の結果の学内共有と社会への公表 

（１）４－２の自己判定 

基準項目４－２を満たしている。 

 

（２）４－２の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

４－２－① エビデンスに基づいた透明性の高い自己点検・評価 

【事実の説明】 

本学の自己点検・評価は、評価項目ごとに各種委員会や担当者を定めて点検・評価を 

行っており、自己点検・評価委員会において根拠資料の整理を行っている。 

教育研究上の目的に関する情報、教育研究環境に関する情報等の基本情報および事業 

報告、財務状況については、Ｗｅｂペ－ジに掲載しており、毎年情報を更新することによ

り、点検・評価の際の資料としても活用している。事業報告や財務状況に関しては、関連

部署による確認を経ることで正確性を確保している【資料４－２－１】【資料４－２－２】。

このように、自己点検・評価の実施にあたっては、根拠資料を集約、現状把握に努めてお

り、これらを基に分析のうえ自己点検・評価を実施するため、それぞれの記述毎に根拠資

料を記載するよう様式を統一している。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料４－２－１】基本情報および事業報告の公開（Ｗｅｂ ペ－ジに掲載） 

【資料４－２－２】財務状況（Ｗｅｂ ペ－ジに掲載） 
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【自己評価】 

エビデンスに基づいて、透明性の高い自己点検・評価が実施されている。 

 

４－２－② 現状把握のための十分な調査・デ－タの収集と分析 

【事実の説明】 

現状把握のための調査およびデ－タ収集に関しては、学生数、教員数、教育課程の状況、

教員構成等の教育・研究および管理運営に関わる基礎デ－タを庶務課、教務課、学生課が

分担して毎年度取りまとめている。また、ＦＤ委員会及び教務課により前期、後期各１回

ずつ、「学生による授業評価」を実施し、調査結果は支援対策や授業方法の向上および自己

点検・評価に活用している。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料４－２－３】学生数、教員数、教育課程の状況、教員構成等の教育・研究および管

理運営に関わる基礎デ－タ 

【資料４－２－４】学生による授業評価 

 

 

【自己評価】 

現状把握のための調査やデ－タの収集と分析が実施されている。 

 

４－２－③ 自己点検・評価の結果の学内共有と社会への公表 

【事実の説明】 

自己点検・評価の結果については、自己点検・評価報告書をＷｅｂ上で公開している。

このことにより、自己点検・評価の結果を学内で共有することができている。【資料４－２

－５】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料４－２－５】神戸医療福祉大学自己点検評価書 

 

【自己評価】 

自己点検・評価の結果の学内共有と社会への公表が実現されている。 

 

（３）４－２の改善・向上方策（将来計画） 

必要なエビデンスの収集・管理を継続して行い、エビデンスに基づいた透明性の高い 

自己点検・評価をさらに継続する。 

基礎デ－タ等のエビデンス収集を継続するとともに、エビデンスの収集・管理の窓 

口部署の一元化（庶務課）を図る必要がある。 

自己点検・評価の結果の学内共有と社会への公表のために、Ｗｅｂ ペ－ジを介した自己 

点検評価結果の公表を実施する。 
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４－３ 自己点検・評価の有効性 

≪４－３の視点≫ 

４－３－① 自己点検・評価の結果の活用のための PDCＡサイクルの仕組みの確立と機

能性 

（１）４－３の自己判定 

基準項目４－３を満たしている。 

 

（２）４－３の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

４－３－① 自己点検・評価の結果の活用のためのＰＤＣＡサイクルの仕組みの確立と機

能性 

【事実の説明】 

自己点検・評価による基準項目毎の改善・向上については、自己点検・評価委員会が 

自己点検・評価書にまとめ、教授会の議を経て理事会に諮り、該当する担当委員会、部 

署が改善方策等の実施を行っている。 

改善項目毎の実施状況についても教授会に諮られ、経営管理や財務に関わるものについ

ては理事会に諮られており、改善の PDCＡサイクルは機能している。 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料４－３－１】「大学に対する提言」 

【資料４－３－２】「大学に対する提言」への対応・改善 

 

【自己評価】 

自己点検・評価委員会が核となって、全学的な PDCＡ サイクルの仕組みが確立しており、

機能的に運営されている。 

 

（３）４－３の改善・向上方策（将来計画） 

自己点検・評価委員会において、今年度に続き平成２９（２０１７）年度から毎年自己

点検・評価書を作成し、教育研究に関する事項および経営管理に関する事項の PDCＡ サイ

クルを確実に実施していく。 

 

［基準４の自己評価］ 

本学の自己点検・評価は、「建学の精神」と「教育目標」の下、使命・目的に即し、学科、

各種委員会、事務組織が一体となって全学的に実施している。 

適切な自己点検・評価を実施するため自己点検・評価委員会を設け、委員会構成メンバ－

は教育研究、経営管理の関連部署の責任者で構成されており全学的な取組としている。 

エビデンスに基づいた透明性の高い自己点検・評価を実施するため、定期的なデ－タの収

集、教育情報の公表を行っている。自己点検・評価の結果についてはＷｅｂペ－ジで公表

している。 

本学では、教授会、各種委員会、学科、部局の担当が明確になっており、それぞれの責
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任者が自己点検・評価委員会等の委員として自ら検討作業に関わることで、着実に PDCＡ

サイクルが回る仕組みが確立し機能している。 

以上のように、本学は適切かつ誠実に自己点検・評価を実施・活用しており、基準４「自

己点検・評価」を満たしている。 
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Ⅳ．大学が使命・目的に基づいて独自に設定した基準による自己評価 

 

基準Ａ．地域連携・社会貢献活動 

Ａ－１ 地域社会との連携および大学独自の社会貢献活動 

≪Ａ－１の視点≫ 

Ａ－１－① 活動方針と組織 

Ａ－１－② 地域の要請に応じた社会貢献活動 

Ａ－１－③ 大学独自のプログラムによる地域社会貢献活動 

（１）Ａ－１の自己判定 

基準項目Ａ－１を満たしている。 

 

（２）Ａ－１の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

Ａ－１－① 活動方針と組織 

大学の使命・目的には、地域社会への貢献が含まれる。本学は、「個性の伸展による人生

練磨」を建学の精神とする地域に開かれた大学を志向し、その中で、学生および教職員の

個性の集結として創造性や独自性を発揮することで地域住民の健康と福祉の向上に寄与す

ることを心掛けている。本学が目指す地域社会への貢献とは、地域住民の心と身体の健康

を増進させ、皆が幸せに暮らしていけるように支援していく活動であると考える。この方

針を受けて、平成２６（２０１４）年４月、「地域連携・社会貢献推進委員会」が発足した。

本学の特性である医療・福祉・心理や健康スポ－ツの知識・技能と本学施設を最大限活用

し、地域貢献活動を展開している。【資料Ａ－１－１】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料Ａ－１－１】地域連携・社会貢献推進委員会規定 

 

Ａ－１－② 地域の要請に応じた社会貢献活動 

（１）【ふくちゃん・さきちゃん親子運動教室】 

２０１２年に、福崎町在住の幼児・児童およびその両親を対象とした第１回親子運動教

室が開催されて以来、毎年本学の体育教員および学生が福崎町の要請を受けて、この親子

運動教室に参加してきた。その目的は、親子のスキンシップや健康の増進を図るだけでな

く、運動を通して、親が子の成長を感じ、子が大人である親への尊敬と愛情を抱くことで

家族としての幸せを創出することでもある。また、親同士の交流や信頼関係作りを図るこ

とで、地域全体としての活性化を促している。【資料Ａ－１－２】 

 

（２）【「みんなの声かけ運動」協定】 

平成２７（２０１５）年７月２４日に、兵庫県の県民運動である「みんなの声かけ運動」

応援協定を兵庫県知事と締結した。この県民運動の趣旨は、だれもが、地域社会の一員と

して支えあうなかで、安心して暮らし、元気に活動できる「ユニバ－サル社会」の実現を

目指し、その一環として、障がいのある方、高齢者、妊婦、小さな子ども連れの方をはじ

め、だれもがまちなかで困っているときに、みんなが声をかけて助けあおうというもので
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ある。本学の特性から、この趣旨に賛同し学生・教職員ともに「みんなの声かけ運動」に

取り組んでいる。【資料Ａ－１－３】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料Ａ－１－２】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

【資料Ａ－１－３】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

 

Ａ－１－③ 大学独自のプログラムによる地域社会貢献活動 

（１）【ふくさきマラソン】 

地域住民の心身の健康を増進するだけでなく、本学学生および教職員とのコミュニケ－

ションを通して、皆で幸福の輪を広げていこうという趣旨で、平成２５（２０１３）年４

月２７日に本学と福崎町共催のもとで「第１回ふくさきマラソン」が開催された。平成２

７（２０１５）年４月２４日の「第３回ふくさきマラソン」には福崎町および近隣住民３

２７名（小学生から高齢者まで）が参加し、本学の学生ボランティア、教職員スタッフお

よび地域住民の沿道での応援の中、全員が５キロメ－トルのコ－スを完走した。【資料Ａ－

１－４】 

 

（２）【サマ－キャンプ】 

地域社会における家族問題が深刻化する傾向にある。そこで、本学の教職員および学生

が地域に住む親子とのコミュニケ－ションを通して、親や子どもの抱えている問題や彼ら

のニ－ズについて知り、よりよい親子関係を築けるように支援していくことを目的として、

第１回サマ－キャンプが平成２４（２０１３）年８月２５日～２６日（１泊２日）に開催

された。平成２７（２０１６）年８月６日～７日には、第４回サマ－キャンプが開催され

た。【資料Ａ－１－５】 

 

（３）【福崎町特産もちむぎのＰＲ活動】 

 福崎町の特産である「もちむぎ」を福崎町と共に積極的にＰＲ活動を行い、地域の活性

化に取り組んでいる。【資料Ａ－１－６】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料Ａ－１－４】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

【資料Ａ－１－５】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

【資料Ａ－１－６】新聞記事 

 

（３）Ａ－１の改善・向上方策（将来計画） 

福崎町における認知症患者の増加に伴い、福崎町から地域包括ケアシステムへの協力依

頼が寄せられている。平成２８年度から、部分的に本学の教員および学生が協力支援して

いるが、今後、福崎町と話し合いながら、より充実した支援が行えるように計画を立てて

いく。 
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Ａ－２ 教育・研究成果の還元 

≪Ａ－２の視点≫ 

Ａ－２－① 活動方針と組織 

Ａ－２－② 教育・研究成果の還元 

  
 

（１）Ａ－２の自己判定 

基準項目Ａ－２を満たしている。 

 

（２）Ａ－２の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

Ａ－２－① 活動方針と組織 

本学では地域連携・社会貢献推進委員会が中心となり、姫路キャンパスおよび神戸サテ

ライトキャンパスにおいて地域住民対象の公開講座をそれぞれ年４回開催している。本学

の特性上、公開講座内容は心と身体の健康や福祉を反映したテ－マが主となっている。【資

料Ａ－２－１】 

 

Ａ－２－② 教育・研究成果の還元 

【公開講座】 

平成２７年度（２０１５年）の参加者は姫路キャンパス延べ９０名、神戸サテライトキ

ャンパス延べ１００名であった。公開講座終了毎に受講者アンケ－トを実施しており、そ

の満足度については９０％が「満足」したと回答した。今後希望するテ－マに関しては、

「医療」、「健康」「心理」が特に多かった。 

【資料Ａ－２－２】 

 

【エビデンス集・資料編】 

【資料Ａ－２－１】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

【資料Ａ－２－２】神戸医療福祉大学ホ－ムペ－ジ 

 

 

（３）Ａ－２の改善・向上方策（将来計画） 

本学教員の教育・研究成果を地域社会にさらに還元するために、福祉・医療・健康分野

に限らず、各教員の専門分野に応じたテ－マを検討している。また、公開講座の回数を年

６回に増やす方針である。 

 

［基準Ａの自己評価］ 

本学では地域の要請に応じた社会貢献活動や大学独自のプログラムによる地域社会貢献

活動に取り組んでいる。 
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